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岡
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菊
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入
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.
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例
会

記
録

〇
平
成
一
四
年I

月
例会
(第
七
0
八
回
)

一月
I

九
日
(
土
) 

道
後
公
民
館
出
席
者
三
九
名

講
演
「正
岡
子
規
の
新
年
と
漢
詩」

吟道明教
館宗家松本松陽氏

は
じ
め
に
「子
規
の
正
月
と
そ
の
風
景
」
と
題
し
て
、
正
月 

風
景
を
描
い
た
子
規
の随

筆
を
紹
介
、当

時
の
正
月
が
現
代
の 

よ
ぅ
に
素
つ気

な
い
も
の
で
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
解説

さ 

れ
た
。続

く
「病
人
子
規
の
正
月観
」
の
項
で
は
、
同
じ
く
子 

規
が
綴
つ
た
『新
年雑

記
』
を
基
に
し
て
、
正
月
を
迎
え
た
子 

規
の歓

喜
と
悲
哀
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

次
に
子
規
作
の
「新
年
漢
詩
」
明
治
一
三
年
か
ら
漢
詩
作
り 

を
止
め
た
明
治
ニ
九
年
ま
で
の
分
と
、
同
じ
く
「新
年
の
新体
 

詩
」
を
披
露
し
て
、
解説

を
加
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
漢
詩
と
新体

詩
の
ぅ
ち
六
首
を
選
ん
で
、
次 

の
方々

に
よ
る
吟
詠
が
あ
つ
た
。

吟
道
明教

館会
 

長
渡辺

泰
山 

同 

婦人部長武田峰松 

同月例会
副部長森岡計光 

周
布
吟
詠会
会
 

長
越
智渓

泉 

同 

副会

長
川
崎
桜

泉
 

同 

事務局長森川紅泉

終
わ
り
に
正
月
の
講
演
の
締
め
括
り
と
し
て
、
松
本
松
陽
宗 

家
に
よ
る
「元
日
や
一
系
の
天
子
不
二
の
山
鳴
雪
」
の
吟
詠 

が
あ
つ
た
。

な
お
、
年
頭
の挨
拶

は
、
和
田
茂
樹会

長
に
代
わ
っ
て
、
浦 

屋薫

副会

長
が
述
べ
ら
れ
、続

い
て
渡
部満

泰
理
事
よ
り
、
子 規

の
「野
球
殿
堂
入
り
」
に尽

力
さ
れ
た
方々

の
お
話
が
あ
つ 

た
。
懇
親会

は
、
三
八
名参

加
の
も
と
、
和気
藹
々

の
ぅ
ち
に 

賑々

し
く
行
わ
れ
た
。

〇
平
成
一
四
年
二
月
例会
(第
七0

九
回
)

二
月
一
九
日(火)
正宗寺本堂出席者三七名 

講
演
「子
規
の
短
歌
と
人
間観
に
つ
い
て」

ま
ず
「病
林譫

語
」
と

「八
た
び
歌
よ
み
に与

ふ
る
書
」
を 

あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
子
規
の徳

育
に関

す
る
考
え
方
と
、
好
き 

な
歌
に
つ
い
て説

明
さ
れ
た
。
次
に
本
論
と
し
て
、
子
規
の
歌 

五
十
首
を
あ
げ
、
解釈
し
、
感
想
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
、
「子
規 

の
倫
理観
」
「子
規
の
無
常観
」
「子
規
の
人
生観
」
の
三
つ
に 

分
け
て
論
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
ら
れ
た
。

〇
平
成I

四
年
三
月
例会
(第
七 
一0

回
)

三
月
一
九
日(火)
正宗寺本堂出席者三四名 

講
演
「美
の
創
造
者
正
岡
子
規
」
—画

に
つ
い
て—

理事宇和

 

宣
氏

ま
ず
、
子
規
の絵

や
書
の
感
想
か
ら
入
ら
れ
、
明
治
四
四
年 

七
月
四
日
付
け
東
京
朝
日
新
聞
に
、
「子
規
の
晝
」
と
題
し
て
漱 

石
が
書
い
た
記
事
を
、
朗読

し
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
「画
道 

独

稽
古
(が
ど
ぅ
ひ
と
り
げ
い
こ)」
か
ら
「玩
具
帖
」
ま
で
、 

十
篇
に
わ
た
る
子
規
の
著
作
中
の絵

に
つ
い
て
、
資
料
を
提
示
、 

詳
細
に
紹
介
、
解説

さ
れ
た
。
ま
た
、
下
村為

山
、
中
村
不
折 

と
の
交
流
、
そ
の
間
の
子
規
の
言
動
に
も触

れ
ら
れ
、
さ
ら
に
、 

「写

生
」
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
。

終
わ
り
に
、
だ
れ
も
が
子
規
の絵

に
心
引
か
れ
る
の
は
、
子 

規
が
、
命
を
削
つ
て
、絵

を
描
い
た
か
ら
だ
と
述
べ
ら
れ
た
。



中国

に
お
け
る
日
本
文学

の
受
容
と研

究

I

夏
目
漱
石
と
正
岡
子
規
を
中
心
に
し
て
—

中国
.

大
連
遼
寧
師
範
大学
教
授.
副学
長 

曲 

維

日
中国

交
正
常
化
三
〇
周
年
を
迎
え
るとい
う記
念
す
べ
き
年
に
、 

愛
媛
大学

と
愛
媛
新
聞
と
大
連
晚
報
の
共
催
に
ょ
る
「国

際
都
市
大 

連
と
文学
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参

加
し
、
基
調
講
演
す
るこ 

と
は
、
私
に
と
っ
て
、
非
常
に
光栄

なこと
であ
る
。

わ
れ
わ
れ
東
洋
の
人
間
は
、
「縁
」
と
い
う
も
の
を
と
て
も
大
事
に 

し
て
い
る
。
人
間
の
付
き
合
い
に
も
、国

と国

の
間
の
交
流
に
も
、 

当

然
「縁
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

松
山
は
、
東
京
や
大
阪
ほ
ど
大
き
い
都会

で
は
な
い
が
、
日
本
文 

学

を
愛
好
す
る
中国

人
に
と
っ
て
も
親
し
み
の
あ
る
町
で
あ
る
。
な 

ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
こ
は
正
岡
子
規
の
生
ま
れ
故郷
、
日
本
近
代
俳 

句
の
聖
地
で
あ
り
、
ま
た
夏
目
漱
石
ゆ
か
り
の
地
で
、
不
朽
の
名
作 

『坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
舞
台
に
も
な
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
.

今
日
の発

表
は
、
夏
目
漱
石
と
正
岡
子
規
の
こ
と
を
中
心
に
す
る 

が
、
中国

に
お
け
る
日
本
文学

の
受
容
と研

究
の
全体

に
つ
い
て
も
、 

ま
ず
あ
る
程
度
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
、
次
の
よ
う
な
順 

序
で
話
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一、
日
本
文学

の
全
般
に
つ
い
て 

ニ、
夏
目
漱
石
に
つ
い
て 

三
、
正
岡
子
規
に
つ
い
て

一、
日
本
文学
の
全
般
に
つ
い
て

中国

で
は
、
日
本
文学

を
外国

文学

の
重
要
な
部
分
と
し
て
、翻
 

訳

と研

究
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の歴

史
は
、
も
し
、
一
九
〇
一
年 

梁
敬
超
が
東
海
散
士
の
『佳
人
之
奇
遇
』
を訳

し
た
時
点
か
ら
計
算 

す
る
と
、す
で
に
百
年
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
事実

上
、
一
九
一
九 

年
の
「五
四
運
動
」
に
ょ
っ
て
、
中国

の
「新
文
化
.
新
文学
」
運 

動
が
急
速
に
起
こ
り
、
外国

の
文学

作
品
も
大
量
に翻
訳
、
出
版
さ 

れ
る
ょ
ぅ
に
な
っ
た
の
で
、
多
く
の
人
は
、
こ
の歴

史
を
「三
段
階
」 

に
分
け
て
考
え
て
い
る
。即

ち
、
第
一
段
階
(
一
九
一
九

—̂
一
九 

四
九
年)、
第
二
段
階(
一
九
四
九̂
^
 I

九
七
八
年
)、
第
三
段
階 

(
一
九
七
八̂
—

今
日
に
至
る)
で
あ
る
。

一 1 ―



1

第I

段
階

|

九
一
九
年
か
ら
「新
中国

成
立
」
の
一
九
四
九
年
ま
で
の
三
0
 

年
間
、
中国

で
は
ア
ジ
ア
諸国

の
文学

作
品
を
全
部
で
一
七
〇
余
編 

翻
訳
、
出
版
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
八
割強

が
日
本
文学

作
品
で
あ
っ 

た
。な

ぜ
日
本
文学

作
品
「一辺
倒
」
と
い
う
よ
う
な状

況
に
な
っ
た 

の
か
。
少
な
く
と
も
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
大
き
な
原
因
^'
考
え 

ら
れ
る
。

①
 

当

時
中国

の
文
化
人
が
、
中国

よ
り
一
足
先
に
「新
文
化
.
新 

文学
」
運
動
を
起
こ
し
た
日
本
を
、
自
分
の
手
本
に
し
よ
う
と
し 

た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
降
、
日
本
は
積
極
的
に
西
洋
の
文 

学

と
文
化
を
取
り
入
れ
、
自国

の
文
化
と
文学

の
改
良
を図

つ
た
。 

そ
し
て
、
大
き
な
成
果
を収

め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
現実

か
ら強
 

い
刺
激
を
受
け
た
中国

の
文
化
人
は
、
日
本
を
知
る
た
め
に
、
日 

本
の
文学

作
品
を
た
く
さ
ん翻
訳
、
出
版
し
、
ま
た
こ
の
作
業
を 

通
し
て
、
西
洋
の
こ
と
も
あ
る
程
度
分
か
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た 

の
で
あ
る
。

②
 

魯
迅
や
郭
沫
若
等
、
中国

の
「新
文
化
.
新
文学
」
のいわゆ 

る
「旗
手
」
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
で
留学

し
た経
験

の
あ
る 

人
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
日
本
語
が
で
き
る
上
に
、
日
本
文学

に対
 

す
る
理
解
も
深
い
の
で
、
上
手
に翻
訳

が
出来

た
わ
け
で
あ
る
。 

第
一
段
階
で
は
、翻
訳
さ
れ
た
古
典
作
品
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
『万

葉
集
』
や
「狂
言
」
と
い
つ
た
よ
う
な
も
の
が
、数

種
類
あ
つ
た
だ 

け
で
あ
る
。
こ
れ
に対

し
て
、
近
現
代
の
作
品
が
多数
翻
訳

さ
れ
た
。 資

料
に
よ
る
と
、
個
人
あ
る
い
は
複数

の
日
本
作
家
の
作
品
集
は 

一
〇
〇
編
ほ
ど
、
文学

理
論
に関

す
る
著
書
は
三
〇
編
ほ
ど
出
版
さ 

れ
た
と
い
う
。
夏
目
漱
石
、
森
鷗
外
、
島
崎
藤
村
、
田
山
花
袋
、国
 

木
田独
歩
、
永
井
荷
風
、
谷
崎
潤
一
郎
、
芥
川
龍
之
介
、
葉
山
嘉
樹
、 

小
林
多
喜
ニ
、横

光
利
一
等
、
各
流
派
の
作
家
の
作
品
が
次々

と
中 

国

語
に翻
訳

さ
れ
た
。
第
一
段
階
の
足
り
な
い
点
で
も
あ
る
が
、
作 

品
を
選択

す
る
に
あ
た
つ
て
、
計画

を
立
て
て
作
業
す
る
と
い
う
よ 

り
、訳

者
個
人
の
好
き
嫌
い
で翻
訳

す
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
、
結 

果
と
し
て
、
二
葉
亭
四
迷
の
『浮
雲
』
や
夏
目
漱
石
の
『我
輩
は
猫 

で
あ
る
』
や
島
崎
藤
村
の
『破
戒
』
な
ど
、
日
本
文学

上
に
お
け
る 

重
要
作
品
が
、
と
う
と
う翻
訳

作
品
リ
ス
ト
か
ら
漏
れ
て
し
ま
っ
た
。

第

|

段
階
で
は
、翻
訳

に
比
べ
て
、研

究
が
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら 

ず
、
論
文
の数

も
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
作
家
お
よ
び
作
品
に 

対

す
る
評価

は
、訳

書
の
「序
文
」
と

「解説
」
の
中
に
書
か
れ
た 

場
合
が
多
か
っ
た
。
魯
迅
、
周
作
人
、
謝
六
逸
ら
は
、
積
極
的
に翻
 

訳

を
す
る|

方
、
優
れ
た
評
論
も
ど
ん
ど
ん
出
し
た
。
魯
迅
、
周
作 

人
ら
の
幾
つ
か
の
論
述
は
、
今
日
で
も
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う 

で
あ
る
。

2

第
二
段
階

一
九
四
九
年
の
「新
中国

成
立
」
か
ら
一
九
七
八
年
の
「改
革
解 

放
政
策実

施
」
ま
で
の
ほ
ぼ
三0年
間
は
、
正
に
激
動
の
時
代
で
あ
っ 

た
。
前
の
一
七
年
間
は
、
比
較
的
に
平穏

で
あ
っ
た
が
、
後
の
一
三 

年
間
は
、
「プ
ロ
文
革
」
と
い
う
政
治
運
動
に
よ
っ
て
、
本当

の
意
味



の
文
化関

係
活
動
が
完
全
に
中断

さ
れ
、
外国

文学

を翻
訳

す
る
ど 

こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
大学

も
ほ
ぼ
閉
鎖
の状

態
に陥
っ
て
し
ま
つ

た
。第

二
段
階
に
お
け
る
日
本
文学

の翻
訳

は
、
主
に
前
の
一
七
年
間 

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
作
品数

が
八
〇
余
編
で
あ
っ
た
。
第
一
段
階 

の
「無
計画
」
な
と
こ
ろ
を
克
服
し
、
『古
事
記
』
な
ど
の
古
典
の
名 

作
を
多
く
取
り
入
れ
、
前
述
の
『浮
雲
』
や

『我
輩
は
猫
で
あ
る
』 

や
『破
戒
』
な
ど
も翻
訳

さ
れ
た
。
二
葉
亭
四
迷
、
夏
目
漱
石
、樋
 

ロー
 

葉
、
志
賀
直
哉
、
石
川
琢
木
、
小
林
多
喜
ニ
、
宮
本
百
合
子
、 

徳

永
直
、
壺
井栄
、
井
上
靖
ら
の
作
品
集
も数

多
く
出
版
さ
れ
、訳
 

書
の
質
も
、
第
一
段
階
よ
り
遙
か
に
良
く
な
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
段
階
で
は
、
大学

の教

育
に
日
本
文学

を
取
り
入
れ
た
と
い 

う
こ
と
が
、
特
に
記
す
べ
き
出来

事
だ
と
思
わ
れ
る
。
五
〇
年
代
の 

末
頃
、
北
京
師
範
大学
、
東
北
師
範
大学
、
遼
寧
大学

な
ど
の
大学
 

の
中国

言
語
文学
学

部
で
は
、
率
先
し
て
、
日
本
文学

を
含
め
た
「東 

方
文学
」
を教

え
る
よ
う
に
な
つ
た
。
六
〇
年
代
に
入
つ
て
か
ら
、 

日
本
語
日
本
文学

科
を
設
置
す
る
大学

が
多
く
な
り
、
日
本
語
と
日 

本
文学

の翻
訳
研

究
及
び教

育
が
、
や
っ
と
軌
道
に乗
っ
た
わ
け
で 

あ
る
。
つ
い
で
で
あ
る
が
、
大
連
に
あ
る
大学

と
し
て
、
遼
寧
師
範 

大学

は
、
一
九
六
三
年
に
日
本
語
日
本
文学

科
を
設
置
し
、
大
連
日 

本
語専

門学

校(大
連
外国

語学

院
の
前
身)
は
、
翌
年
に
創
立
さ 

れ
た
。
現
在
、
中国

全
土
で
は
、
日
本
語
日
本
文学

を
主専

攻
と
し 

て教

え
る
大学

が
百
近
く
に
も
上
が
っ
て
い
る
。
第
二
段
階
の
、
大 

学

で
の専

門
人
材
の
育
成
と
、
本
格
的
な研

究
活
動
は
、
第
三
段
階

の
日
本
文学

の翻
訳
、研

究
の発

展
と
飛
躍
に
大
き
く
寄与

し
た
と 

言
え
よ
ぅ
。

3

第
三
段
階

一
九
七
八
年
の
「改
革
解
放
政
策実

施
」
以来
、
す
で
に
二
三
年 

間
過
ぎ
た
が
、
中国

に
お
け
る
日
本
文学

の翻
訳

と研

究
も
、
未
だ 

か
つ
て
な
い
大発

展
を
成
し
遂
げ
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
四
九
年 

か
ら
一
九
五
九
年
ま
で
の
一
〇
年
間
は
、翻
訳
、
出
版
さ
れ
た
日
本 

文学

の隹
〇〇
は
六
0
余
編
し
か
な
か
つ
た
が、
そ
れ
に対
し
て、ー
九
七
九 

年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
の

一

〇
年
間
は
、翻
訳
、
出
版
さ
れ
た
日 

本
文学

作
品
は
、
六0
0
余
編
も
あ
つ
た
。
量
だ
け
は
で
な
く
、訳
 

書
の
質
も
著
し
く
向
上
し
た
の
で
あ
る
。
八
〇
年
代
に
入
つ
て
か
ら
、 

北
京
人
民
出
版
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
複数

の
中
央
と
地
方
の
出
版 

社
(上
海訳

文
社
、
湖
南
人
民
社
、
海峡

文
芸
社
等
)
が
意
欲
的
に 

日
本
文学

作
品
を
出
版
し
て
き
た
。
『枕
草
子
』、
『徒
然
草
』、
『源
氏 

物
語
』、
『竹
取
物
語
』、
『平
家
物
語
』、
『日
本謡

曲
.
狂
言
』、
『近 

松
門
左
衛
門.
井
原
西
鶴
選
集
』
な
ど
、
古
典
作
品
が
出
版
さ
れ
、 

一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
八
年
ま
で
、
一
0

の
出
版
社
の
共
同
プ
ロ 

ジ
ヱ
ク
トと
し
て
、
「日
本
文学

流
派
代
表
作シ
リー
ズ
」
を
編
集
、 

出
版
し
、
各
流
派
の
代
表
作
家
の
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
中国

の読

者 

に
紹
介
し
た
わ
け
で
あ
る
。

翻
訳
、
出
版
と
同
時
に
、研

究
の
方
も
大
き
な
成
果
を収

め
て
お 

り
、
論
文
の数

が数

千
本
も
あ
る
。
ま
た
、
呂
元
明
の
『日
本
文学
 

史
』、
葉
渭
渠
の
『日
本
古
代
文学

思
想
史
』、
『日
本
現
代
文学

思
想



史
』、
李徳

純
の
『戦

後
日
本
文学
』、
譚
晶
華
の
『川
端
康
成伝
』 

等
、数

多
く
の
優
れ
た研

究
論
著
が
出
版
さ
れ
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
第
三
段
階
の
「大発

展
」
を
成
し
遂
げ
た
要
因 

と
し
て
、
少
な
く
と
も次
の
ニ
点
が
考
え
ら
れ
る
。

①
 

大学

に
お
け
る
日
本
文学

の研

究
と教

育
の
充実
。
大学

の
外 

国

語学

部
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中国

言
語
文学

部
で
も
、
外国
 

文学

の
一
環
と
し
て
、
必
ず
と
言
つ
て
い
い
ほ
ど
、
日
本
文学

の 

代
表
作
品
を教

え
て
い
る
。
修
士
、
博
士
課
程
の
あ
る
大学

も
だ 

ん
だ
ん増

え
て
き
た
。

②
 

全国

各
地
に
お
け
る
日
本
文学

の専

門研

究
機関

と研

究会

の 

成
立
。
こ
こ
ニ
〇
余
年来
、
全国

各
地
に
、数

十
も
の専

門研

究 

機関

と研

究会

が
次々

と
誕
生
し
、
い
ろ
ん
な
形
で研

究
活
動
を 

繰
り広

げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
中国

社会

科学

院
日
本
文学
研

究 

所
ニ
九
八
一
年
成
立
)、
北
京
大学

日
本学

中
心
ニ
九
八
八
年 

成
立
)、
日
本
文学
研
究会

(
一
九
七
九
年
成
立
)、
中
日
比
較
文 

学
研

究会

ニ
九
八
八
年
成
立)
等
が
、
そ
の
代
表
的
な
存
在
で 

あ
る
。ニ、

夏
目
漱
石
に
つ
い
て

夏
目
漱
石
は
、
日
本
近
代
文学

の
代
表
的
な
作
家
と
し
て
、
中国
 

で
も
高
い
評価

を
受
け
て
い
る
。
ニ
〇
世
紀
ニ
〇
年
代
以来
、
夏
目 

漱
石
の
作
品
は
次々

と翻
訳
、
出
版
さ
れ
て
、
現
在
す
で
に
三
〇
余 

編
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、広

く読

ま
れ
て
い
る
だ
け 

で
は
な
く
、
中国

文学

の発

展
に
も
、
大
き
な
影
響
を与

え
て
き
た
。

中国

で
最
初
に
夏
目
漱
石
の
作
品
を翻
訳

し
た
人
は
、
魯
迅
で
あ 

る
。
一
九
二
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『現
代
日
本
小説

集
』
に
は
、
魯 

迅
が訳

し
た
短
編
小説

「掛
け
物
」
と

「ク
レ
ィ
ク
先
生
」
が収
録
 

さ
れ
て
い
る
。
魯
迅
は
、
「夏
目
漱
石
の
作
品
は
、
奇
想
に
富
ん
で
、 

表
現
も
凝
っ
て
い
る
。
…
…
明
治
文
壇
の
新
江戸

芸
術
の
主
流
を
代 

表
す
る
夏
目
漱
石
に
匹
敵
す
る
者
は
い
な
い
。」
と
絶賛

し
た
。
魯
迅 

の
弟
で
、
著
名
な
文学

者
で
も
あ
る
周
作
人
も
、
夏
目
漱
石
の
作
品 

の
構
成
、
表
現
、
心
理
描写

等
に
つ
い
て
高
く
評価

し
、

「 401

然
派
と 

異
な
っ
た独

自
の
作
風
が
あ
り
、
明
治
時
代
の
も
っ
と
も
優
れ
た
散 

文
大
家
だ
。」
と賛
辞

を
呈
し
た
。

後
程
の数

年
間
で
、
『坊
っ
ち
ゃ
ん
』、
『倫
敦
塔
』、
『草
枕
』
等
が 

翻
訳

さ
れ
、
皆
好
評
を
得
て
い
た
。
『坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の訳

者
章
克
標 

は
、
「こ
の
作
品
は
、
中国

の教

育
界
に
と
っ
て
も
、
あ
た
か
も
警
鐘 

に
あ
た
る
よ
う
な
も
の
だ
。」
と
評
し
、
『草
枕
』
の訳

者
崔
万
秋
は
、 

『草
枕
』
を

「美
し
く
て
、
芳
し
い
花
」
と
褒
め
て
い
た
。
東
洋
的 

な
ロ
マ
ン
と禅

味
を
も
つ

た
『草
枕
』
は
、
出
版
さ
れ
る
と
、す
ぐ
 

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
り
、二種
類
も
の
海
賊
版
が
出
回
っ
たほ
ど
、 

読

者
に歓

迎
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

『我
輩
は
猫
で
あ
る
』
の翻
訳
は
、
『坊
っ
ち
ゃ
ん
』
よ
り
だ
い
ぶ 

遅

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
原
作
の
言
葉
遣
い
の
難
し
さ
に
よ
る
と
こ 

ろ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
〇
年
代
、
周
作
人
も
「『我
輩
は 

猫
で
あ
る
』
な
ど
の
作
品
を翻
訳

す
る
こ
と
が
、実

に
難
し
い
。
た 

と
え翻
訳

し
て
も
、
原
作
の
趣
が
再
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら 

な
い
。」
と
嘆
い
て
い
た
。



一
九
五
八
年、
北
京
人
民
文学
出
版
社
は、
『夏
目
漱
石
選
集
』
(上
. 

下巻
)

を
出
版
し
、
上巻

に
は
『我
輩
は
猫
で
あ
る
』
が収
め
ら
れ 

て
い
た
。訳

者
は
尤
炳
圻
、
胡
雪
で
あ
っ
た
。

九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
ま
た
『我
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
二
種
類
の 

新訳

書
が
出
さ
れ
た
。即

ち
、
于
雷
の訳

書
(
一
九
九
三
年、
南
京 

訳

林
出
版
社)
と
劉
振
瀛
の訳

書0

九
九
四
年
、
上
海訳

文
出
版 

社
)

で
あ
る
。訳

者
の
二
人
と
も
、
中国
国
内

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の 

翻
訳

家
で
あ
り
、
『我
輩
は
猫
で
あ
る
』
を
忠実

に翻
訳

す
る
た
め
に
、 

非
常
に
苦労

し
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
例
と
し
て
、
作
品
のト
ピ
ッ
クセ
ン
テ
ン
ス
——

「我
輩
は 

猫
で
あ
る
。
名
前
は
未
だ
な
い
。」
を挙

げ
て
み
よ
う
。

① 

尤
、
胡訳
…

「我
是
猫
、
名
字
還没

有
。」

② 

于訳
 

…

「咱
家
是
猫
、
名
字嘛
…

…
還没

有
。」

③ 

劉訳
 

…

「我
是
只
猫儿
、
要説

名
字嘛
、
至
今
還没

有
。」 

原
文
と対

照
し
て読

ん
だ
ら
、
上
記
の訳

者
た
ち
の
、
想
像
を
絶

す
る
苦
心
が
、
な
ん
と
な
く
分
か
る
よ
う
な気

が
す
る
。
こ
の
わ
ず 

か
一
行
ぐ
ら
い
の
原
文
の訳

し
方
に
つ
い
て
、
何
人
か
が
論
文
を
書 

い
て、
自
分
の
考
え
を
述
べ
て
い
た
こ
と
が
、
中国
翻
訳

界
の
逸
話 

の
一
つ
に
も
な
つ
て
い
る
。

八0

〜
九
〇
年
代
、
夏
目
漱
石
の
作
品
の
新訳

が
、数

種
類
出
さ 

れ
た
の
み
な
ら
ず
、

『三
四
郎
』、
『そ
れ
か
ら
』、
『門
』、
『彼
岸
過迄
』、 

『行
人
』、
『心
』、
『道
草
』、
『明
暗
』
等
の
中
、
後
期
の
作
品
も翻
 

訳
、
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
で
、
夏
目
漱
石
の
代
表
作
品
、
す
な
わ
ち 

小説

は
、
ほ
と
ん
ど
中国

語
に翻
訳

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
た
だ

『虞
美
人
草
』
だ
け
は
、
ま
だ翻
訳

さ
れ
て
い
な
い状

態
で
あ
る
。 

原
因
は
、
や
は
り
あ
の
「詩
的
な
絢
爛
た
る
文
章
」
の
難
し
さ
に
あ 

る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
挑戦

す
る訳

者
が
現
れ
て
く
る
 

で
あ
ろ
ぅ
。

こ
れ
だ
け
の
作
品
が翻
訳

さ
れ
た
こ
と
も
あ
つ
て
、
夏
目
漱
石
に 

関

す
る研

究
も
、
か
な
り
進
ん
で
い
る
。
代
表
的
な
論
著
と
し
て
は
、 

『夏
目
漱
石
と
そ
の
小説
』(何
乃
英
、
一
九
八
五
年
)、
『日
本
現
代 

文学

巨
匠
夏
目
漱
石
』(何
少
賢
、
一
九
八
八
年
)、
『夏
目
漱
石
文学
 

主
脈研

究
』
(李国

棟
、
ー
九
九0
年
)

等
が
あ
る
。
し
か
し
、
夏
目 

漱
石
と
中国

の関

係
、
夏
目
漱
石
が
書
い
た
俳
句
、
漢
詩
、
漢
文
及 

び
評
論
等
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど研

究
さ
れ
て
い
な
い
。

夏
目
漱
石
は
、
中国

文学

の発

展
に
大
き
な
影
響
を与

え
た
日
本 

作
家
の
一
人
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
ニ
〇
〜
三
〇
年
代
、
魯
迅
、
周 

作
人
、
郭
沫
若
、
張
資
平
ら
は
、
皆
夏
目
漱
石
の
作
品
を読

ん
で
い 

た
。
特
に
魯
迅
は
、
自
分
が
小説

を
書
き
始
め
た
頃
の
思
い
出
に
つ 

い
て
述
べ
た
時
、
「当

時
、
漱
石
が
大変

好
き
だ
っ
た
。」
と
語
っ
た 

こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
魯
迅
の
日
記
に
よ
る
と
、
.
こ
の
世
を
去
る
最 

後
の
年
に
も
、
熱
心
に
『夏
目
漱
石
全
集
』
を
購読

し
て
い
た
と
い 

ぅ
。
弟
の
周
作
人
の説

に
よ
れ
ば
、
あ
の
悲
し
み
と
ユー

モ
ア
に満
 

ち
た
『阿0
正伝
』
の
表
現
手
法
も
、
夏
目
漱
石
の
作
品
か
ら
一
定 

の
ヒ
ン
ト
を得
た
そ
、
っ
であ
る
。

三、
正
岡
子
規
に
つ
い
て

俳
句
は
、
世
界
で
も
珍
し
い
短
い
定
型
詩
で
あ
る
が
、
多
く
の
中 ― 0 一



国
人読
者
も、
そ
の独
特
の
魅
力
に
引
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か 

し、
近
代
俳
句
の
宗
匠I

正
岡
子
規
の
作
品
が、
最
初
に
い
つ
頃、 

誰
に
よ
っ
て、
ど
う
い
うふ
、
っ
に中国
に
紹
介
さ
れ
た
か
は、残
念 

な
が
ら、
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

ニ
〇
世
紀
の
ニ
〇
〜
三0

年
代
頃
、
日
本
文学
作
品
は、
大
量
に 

中国
語
に翻
訳
さ
れ
て
い
た
が、
前
述
し
た
よ
う
に、
和
歌
と
俳
句 

は
、

あ
ま
り多
く訳
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で.あ
る
。
一
九
二
四
年、 

周
作
人
の
編
集
に
よ
る
『日
本
の
詩
歌
』と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
た 

が、
そ
の
な
か
で
、
芭
蕉
、
蕪
村、
一
茶
の
俳
句
が
紹
介
さ
れ
て
お 

り
、
注釈

と
寸
評
も
加
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
時
代
の
中国
人
留学
 

生
の
中
に
も、
俳
句
の
愛
好
者
が
い
た
が
、
羅
臥
雲
と
葛
祖
蘭
が
、 

そ
の
代
表
的
な
人
物
と
言
え
よ
う
。
特
に
葛
祖
蘭
は、
優
れ
た
俳
句 

を
た
く
さ
ん
創
り
、
後
年
、
日
本
で、
『祖
蘭
俳
存
』
も
出
版
し
た
と

い
う。

八
〇
年
代
の
初
め
頃
、
中国
で
は、
日
本
の
和
歌
と
俳
句
の翻
訳
、 

研
究
ブー

ム
が
起
こ
っ
た
。I

九
八
三
年、
楊
烈
の翻
訳
に
よ
る
『古 

今
集
』
(
復
旦
大学
出
版
社)
が
出
版
さ
れ、
翌
年、
同
氏
の翻
訳
に 

よ
る
『万
葉
集
』(
湖
南
人
民
出
版
社)
が
上
梓
さ
れ
た
。
一
九
八
三 

年
、
彭
恩
華
が
著
し
た
『日
本
俳
句
史
』(学
林
出
版
社、
子
規
秀
句 

I

二
八
句収
録
)

が
出
版
さ
れ、
翌
年
同
氏
が
著
し
た
も、っ
一
つ
の 

専

門
論
著
『日
本
和
歌
史
』(学
林
出
版
社)
も
出
さ
れ
た
。
一
九
八 

三
年
林
林
が、
芭
蕉
、
蕪
村、
一
茶
の
名
句
を訳
し、
『日
本
古
典
俳 

句
選
』
(
湖
南
人
民
出
版
社)
を
出
版
し
た
が
、
七
年
後、
ま
た
正
岡 

子
規、
夏
目
漱
石
、
河
東
碧
梧
桐、
高
浜虚
子、
水
原
秋桜
子
の
秀 

句
を訳
し
、
『日
本
近
代
五
人
俳
句
選
』(外国
文学
出
版
社、
子
規

秀句
七八句収
録
)
を

出
し
た
。林
林
は、
中国
の
日
本
文学
学
会
 

の会
長
をし
た
こ
と
が
あ
り
、
熱
心
に
和
歌
と
俳
句
の研
究
を
行
っ 

て
き
た
人
物
で
あ
る
。
林
氏
の
話
に
よ
れ
ば、
水
上
勉
の
お勧
め
で
、 

正
岡
子
規
の
俳
句
を翻
訳
し
た
と
い
う
。
『日
本
近
代
五
人
俳
句
選
』 

に
先
だ
っ
て、
一
九
八
五
年
葛
祖
蘭
の翻
訳
に
よ
る
『正
岡
子
規
俳 

句
選訳
』
(
上
海訳
文
出
版
社)
が
出
版
さ
れ
た
が、
こ
れ
が、
正
岡 

子
規
の
作
品
だ
け収
録
し
た
初
め
て
の単
行
本
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
特
筆
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
も
う
ニ
つ
あ
る
。
一
九
八
四 

年
四
月
、
客
員教
授
と
し
て、
吉
林
大学
で教
え
て
い
た
和
田
克
司 

教
授
は、
二
日
間
ほ
ど、
正
岡
子
規
が
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
金
州
と 

柳
樹
屯
を
視
察
し
、
そ
の
感
想
の
一
部
を
「正
岡
子
規
論
」
に
盛
り 

込
み、
『日
本
文学
』(
長
春
、
一
九
八
四
年
三
期)
に発
表
し
た
。 

正
岡
子
規
の
生
涯
と
文学
を概
略
的
に
ま
と
め
た
そ
の
論
文
は、
中 

国
人読
者
の
正
岡
子
規
に対
す
る
理
解
を
深
め
る
役
割
を
果
た
し
た 

の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ数
年来
、
元
南
海
放
送専
務
の
池内
央
氏
を
は
じ
め 

と
す
る
愛
媛
の
方々

が、
金
州
に
子
規
の
句
碑
を
建
立
す
る
た
め
に、 

並
大
抵
でな
い
努
力
をさ
れ
てき
た
こ
と
も、
大
連辺
り
で
は、
か 

な
り
大
き
な
話
題
にな
っ
て
い
る
。

定
型
詩
の
俳
句
を、
ど
ん
な
に訳
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
れ
は
中国
 

の翻
訳
界
に
と
っ
て、
今
だ
に
未
解
決
の
難
問
の
一
つ
で
あ
る
。真
 

剣
に翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
る訳
者
た
ち
は、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た観
 

点
を
持
ち
、
互
い
に
一歩

も譲
ら
な
い
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ
て
お
り
、 

一
時
は、
「俳
句
漢訳
論争
」
に
ま
で
エ
ス
カ
レー
ト
し
た
の
で
あ
る
。



「論争
」
ば
か
り
し
て、
肝
心
な翻
訳
を
し
な
い
と、
何
の
意
味
も 

な
い
と
い
ぅ
認
識
に
基
づ
い
て、
現
在、
各
自
で
好
き
な
ょ
ぅ
に
日 

本
の
俳
句
を翻
訳
し
て
い
る
。

次
に
、
正
岡
子
規
の
作
品
を実
例
と
し
て、
代
表
的
な訳
し
方
を 

紹
介
し
た
い
。
(
俳
句
の
ふ
り
が
な
は
す
べ
て
編
集
者
が
つ
け
た
)

①
 

三
行
五
七
五
式 

原
文
…
雪残
る
頂
一
つ国
境 

訳
文
…国
境
山
連
山

巍
巍独
秀
刺
雲
天 

残
雪
銀
光
閃

②
 

ニ
行
五
五
式

原
文
…柿
食
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺 

訳
文
…
我
嘗柿
子
時 

鐘
鳴
法
隆
寺

③
 

ニ
行
七
七
式

原
文
…
薔
薇
を
剪
る
鋏
刀
の
音
や
五
月
晴 

訳
文
…听
得
薔
薇
剪
刀声
 

正
是
五
月
梅
雨
晴

④
 
ー
一
行
五
七
式
或
は
七
五
式

原
文
…
柳
伐
っ
て
翡
翠
終
に来
ず
な
り
ぬ 

訳
文
…
柳
樹
被
伐
采

終
于
不
見
翡
翠来

⑤
行数
と字数
には制限がない 

原
文
…
夜涼
如
レ
水
天
の
川辺
の
星
一
つ 

夜涼
如
水 

銀
河
岸
畔 

星
一頼

原
文
…
島々

に灯
を
と
も
し
け
り
春
の
海 

訳
文
…
島
島
点
起
了灯
火 

春
之
海啊

原
文
…
若
鮎
の
二
手
に
な
り
て
上
り
け
り 

訳
文
…
小
香
魚

分両
路
遡
流
游
去

原
文
…
春
風
に
こ
ぼ
れ
て
赤
し歯
磨
粉 

訳
文
…洒
落
春
風
牙
粉
紅

以
上、
見
てき
た
ょ
う
に
、五
七
五
と
い
う
定
型
の
日
本
の
俳
句 

は、
中国
語
に訳
さ
れ
る
と、
幾
通
り
も
の
形
に
な
る
。
も
し
、
日 

本
の
皆様

に
「一
番
良
い訳
文
」
を
選
ん
で
も
ら
つ
た
ら、
結
果
が 

ど
う
な
るだ
ろ
うか
。

文学
作
品
の翻
訳
は、
も
と
も
と
一
種
の
「再
創
作
」
で
あ
り
、 

訳
者
は
原
文
の
ィ
メー
ジ
と
ま
つ
た
く
同
じ訳
文
を
得
ょ
う
と
思
つ



て
も、実
際
は
無
理
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
も
し
、
個
人
的
な
好
み
を 

抜
き
に
し
て
言
え
ば、
上
述
の訳
し
方
は、
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が 

あ
る
よ
ぅ
な気
が
す
る
。
①
の
五
七
五
式
は、
一
見
す
れ
ば、
日
本 

の
俳
句
に
一
番
近
い
が' 
一
七
の
漢
字
で
綴
ら
れ
る訳
文
は、
一
七 

の仮
名
文
字
か
ら
な
る
俳
句
よ
り、実
は単
語
の数
が
多
く
な
っ
て 

い
る。
だ
か
ら、
「蛇
足
」
と
か
「水
割
り
」
と
か
い
ぅ
反対
意
見
も 

ある。

の訳
し方は、
中国
の読
者に
とっ
て、
親しみや 

す
い
形
式
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば、
中国
の
古
典
詩
に 

は、
五
言、
七
言
の
も
の
が
非
常
に
多
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、 

俳
人
の
名
前
を
見
な
い
と、
漢
詩
か
俳
句
か、
ま
っ
た
く
見当
が
つ 

か
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
⑤
の訳
し
方
は、
行数
、
字数
、
平
仄、 

押
韻
な
ど
を
全
然
問
題
に
せ
ず
、
現
代
詩
み
た
い
に
自
由
奔
放
な
特 

色
が
み
ら
れ、
若
い読
者
の
間
で
人気
が
あ
る
。

著
名
な
俳
句訳
者
の
中
で
、
林
林
氏
は
比
較
的
に
柔
軟
な
態
度
を 

と
る
人
と
し
て
知
ら
れ
て
お
る
が、
形
式
に
拘
泥
し
な
い
林
氏
の訳
 

文
は、
「従
容
委
純、
典
雅
精
緻
」(李
芒語)
と高く評価
されて 

い
る。
中国
人読
者
に
と
っ
て
一
番
受
け
入
れ
や
す
い訳
し
方
と
は 

何
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に、
筆
者
は、
林
林
氏
の翻
訳
に
よ 

る
『日
本
近
代
五
人
俳
句
選
』
に収
録
さ
れ
た
正
岡
子
規
の
七
八
句 

の訳
文
を
調
べ
た
が、
や
や
意
外
な
結
果
が
出
て
き
た
。即
ち、
五 

五
式
は
ニ
九
句、
五
七
式
は
一
七
句、
七
七
式
は
九
句、
七
五
式
は 

三
句
に
な
っ
て
お
り
、
五
言、
七
言
の
も
の
は圧
倒
的
に
多
く、
全 

部
で
五
八
句
も
あ
る
。
こ
の
デー
夕
か
ら
も
分
か
る
が、
中国
人
は 

日
本
の
俳
句
を訳
す
場
合、
や
は
り伝
統
的
な
漢
詩
の
形
式
に
影
響 

さ
れ
や
す
く、読
者
側
も、
一
般
的
に
五
言、
七
言
の
よ
う
な
も
の

を
好
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

中国
で
は、
日
本
の
小説
に
比
べ
て、
俳
句研
究
の歴
史
は
ま
だ 

短
い
が
、
し
か
し
、
日
本
と
交
流関
係
に
あ
る
文
化
人
の
間
で
、
俳 

句
の
愛
好
者
が
徐々

に増
え
て
い
る
。
新
聞
や雑
誌
に
は、
時々

「漢 

俳
」
ニ
七
の
漢
字
で
綴
ら
れ
た
俳
句
)

が掲
載
さ
れ
る
。

一

〇数
年
前、
筆
者
が
松
山
に滞
在
し
て
い
た
時、
松
山
市
役
所 

の
方
と
一緒
に、
中国

の
著
名
な
文学
者、
元
文
化
大
臣
——

王
宦 

氏
一
行
を
案内
し
た
こ
と
が
あ
る
。
王
蒙
氏
は来
日
後、
訪
日
感
想 

と
し
て
書
い
た
「漢
俳
」
を
披
露
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

俳
句
の
聖
地——

松
山
に来
た
ら、
お
そ
ら
く
誰
も
が
こ
う
い
つ 

た
良
い
意
味
の
「衝
動
」
に
か
ら
れる
だ
ろ
う
。

私
の発
表
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
な
る
が、
最
後
に
僭
越
な
が
ら、 

自
分
の
拙
い
「漢
俳
」
を
以
て
、
締
め
括
り
の
言
葉
に
か
え
さ
せ
て 

い
た
だ
き
た
い
。

回
松
山 

松
山
に
回
る 

瀬
戸
連
渤
海 

瀬
戸
渤
海
に
連
な
り 

I

衣帯
水
情
誼
綿 

一
衣帯
水
情
誼
綿
た
り 

共
創
新
紀
元 

共
に
新
し
き
紀
元
を
創
ら
ん

(

ニ
〇
〇
ニ
年
二
月
二
日)

俳句訳
…再会
や
中
日
近
き
春
の
海 

日
中
の
諸
人
創
る
新
紀
元

(
書
き
下
し
文
と
俳
句訳
は
編
集
者)



曲 

維先生松山案内
記

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「国
際
都
市
大
連
と
文学
」
が、
二
月
二
日、 

愛
媛
大学
共
通教
育
大
講
義
室
で
行
わ
れ
た
。
主
催
の
愛
媛
大学
国
 

際
比
較
文
化
フ
ォー
ラ
ム
の
加
藤国
安教
育学
部教
授
の
ご
配
慮
に 

ょ
り
、
松
山
子
規会

も
後
援団
体

の

I

つ
に
加
え
て
い
た
だ
き、
大 

勢
の会
員
も参
加
し
て
盛会
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
パ 

ネ
ラ
ー

と
し
て參
加
す
る
た
め
に来
松
さ
れ
た、
大
連
遼
寧
師
範
大 

学
教

授.
副学

長
の
曲
維(
チ
ュ
ィ.
ウ
ェ
ィ)
先
生
は
、
「子
規会
 

誌
」
に
基
調
講
演
の
原
稿
を
快
く
寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
。
仲
介
の労
 

を
と
っ
て
下
さ
っ
た
愛
媛
新
聞
事
業
局
烏
谷
照
雄
局
長
に
も、
心
か 

ら
お礼
申
し
上
げ
る
。

そ
の
お礼

も
兼
ね
て、
松
山
の
子
規
.
漱
石
ゆ
か
り
の
史
跡
を
ご 

案内
す
る
こ
と
を申
し
上
げ
たと
こ
ろ
、曲
先
生
は
、
た
い
へ
ん喜 

ん
で
下
さ
っ
た
。
曲
先
生
は、
一
九
八
六
年
か
ら
ニ
年
間、
愛
媛
大 

学
で
中国
語
講
師
を
お
務
め
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
間
に
ま
だ 

お
訪
ね
に
な
つ
て
い
な
い
所
を
選
ん
で
ご
案内
す
る
こ
と
に
し
た
。

翌
三
日、
午
前
九
時、
子
規
記
念
博
物
館
で
曲
先
生
を
お
迎
え
す 

る
。
本会
会
員
で、
二
葉
印
刷
社
長
の
渡
部
ョ
シ
子
氏
に
も
同
道
し 

て
い
た
だ
い
た
。
渡
部
氏
は、
曲
先
生
が
以
前
愛
媛
大学
に
お
勤
め 

の
際、研
究
書
を
出
版
さ
れ
た
が、
そ
の
時
協
力
さ
れ
て
い
た
の
で
、 

曲
先
生
は、
再会
をと
て
も
お
喜
び
に
な
つ
た
。
愛
媛
大学
か
ら
は、 

加
藤
先
生
が
ご
同
行
の
上、
タ
ク
シー
を
用
意
し
て
下
さ
つ
た
。

子
規
博
に
は
以
前
にI

度
ご来
館
で
あ
っ
た
が、
も
う
一
度
詳
し

く
見
た
いと
お
っ
し
や
る
の
で
、
ご
案内
す
る
。
子
規
博
の
ィ
ン
ス
 

ト
ラ
ク
タ
ー

の方
が
、
詳
し
く説
明
し
て
下
さ
っ
た
が、
曲
先
生
も 

熱
心
に
質
問
さ
れ
て、
予
定
の
一
時
間
を
大
幅
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
て 

も、
ま
だ
心残
り
の
ご様
子
で
あ
っ
た
。
後
日
の
た
め
に
「正
岡
子 

規
の
世
界—
子
規
記
念
博
物
館総
合
案内
」
を
差
し
上
げ
る
。

次
に
松
山
東
高
校
を
訪
れ
る
。
ま
ず
明教
館
で
、
政
治
演説
を
す 

る
少
年
子
規
を傯
ん
で
い
た
だ
く
。
室内
の
周囲
に
掛
け
ら
れ
た
松 

山
中学
輩
出
の
人
物
た
ち
に
つ
い
て
も、
熱
心
に
お
尋
ね
に
な
っ
た
。 

特
に
夏
目
漱
石
と真
鍋
嘉
一
郎
の関
係
に関
心
を
お
持
ち
の
ょ
ぅ
で 

あ
っ
た
。
史
料
館
で
は、
多
く
の
俳
人
が
同
校
の
卒
業
で
あ
る
こ
と 

に
驚
か
れ
た
。
ま
た、
新
資
料
の、
夏
目
漱
石
の
欠
勤届
(熊
本
第 

五
高
校
へ
の転
勤
準
備
の
た
め
の
も
の
)

に、
彼
の几
帳
面
さ
を発
 

見
さ
れ
た
。
(
松
山
東
高
校
で
は、
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
館
し
て 

下
さ
っ
た
。
心
か
ら
お礼
申
し
上
げ
る
0)

続
い
て
万
翠
莊
に
ご
案内
す
る
。
こ
こ
が
『坊
っ
ち
や
ん
』
の
「い 

か
銀
」
の
モ
デ
ル
地
で
あ
る
こ
と
を
ご
紹
介
す
る
。県
教
育
委
員会
 

の
森
岡
氏
に、
再
建
さ
れ
た
愚
陀
佛
庵
を
案内
し
て
い
た
だ
く
。
曲 

先
生
は、
ま
ず
二
階
へ
の
階
段
が、襖
で隠
さ
れ
て
い
る
の
が
上
品 

だ
と、
感
心
さ
れ
る
。
漱
石研
究
家
の
曲
先
生
は、
二
階
で
小
鳥
の 

声
に
耳
を
か
た
む
け
な
が
ら、
何
度
も
「懐
か
し
い
」
と
つ
ぶ
や
か 

れ
た
。

三
番
町
の郷

土
料
理
の
店
ま
で歩
い
て
い
た
だ
く
。
途
中
加
藤
先 

生
は、
愚
陀仏
庵
跡
の
家
に
交渉
し
て
下
さ
り
、
愚
陀仏
庵
を
模
し 

た
部
屋
に
曲
先
生
を
案内
さ
れ
た
。
紛
れ
も
な
く
漱
石
が
暮
ら
し
た

一  9 ―



松山東高子規句碑前の曲維先生と筆者

の
「子
規
生
誕
の
地
」
へ
と
ご
案内
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、 

教
材
に
な
さ
る
の
で
あ
ろ
ぅ
か、
丁
寧
に写
真
を
お
撮
り
に
な
つ
た
。

翌
朝
早
く
松
山
空
港
を
お発
ち
に
な
る
曲
先
生
を
お
見
送
り
す
る
。 

八
時
半
に
松
山
を発
ち
、関
西
空
港経
由
で
お昼
に
は
大
連
に
お
着 

き
に
な
る
と
い
う
。
正
に
「一
衣帯
水」
の
距
離
で
あ
る
。

(
今
村
威
記)

場
所
を
訪
れ
て、
曲
先
生
も
感
激
し
て
い
ら
っ
し
や
っ
た
。

食
事
を
し
な
が
ら、
遼
寧
師
範
大学
で
の
日
本
語教
育
や
日
本
文 

化
理
解
の
授
業
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
。
大学
で
使
わ
れ
て
い
る
日 

本
文
化
理
解
の
テ
キ
ス
ト
は、
日
本
人
が
書
い
た
も
の
で
、
五
〇
〇 

ぺー
ジ
を
超
え
る
大
部
の
も
の
で
あ
る
が、
そ
の
中
に
は、
た
く
さ 

ん
の
俳
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら、
そ 

れ
に
つ
い
て
の
解説
が
な
さ
れ
て
な
く、
熱
心
に
質
問
す
る
中国
の 

大学
生
に、
納
得
の
い
く
ょ
う
に
授
業
す
る
の
に、
先
生
方
は
苦労
 

し
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
松
山
子
規会
で
も、
日
中
の 

友
好
を
深
め
る
た
め
に、
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て、
お
手伝
い
で 

き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
松
山
の
俳
人
夏
井
い
つ 

き
さ
ん
の、
小
中学
生
に対
す
る
俳
句
の
授
業
に
つ
い
て
ご説
明
す 

る
と、
曲
先
生
は、
興
味
深
く
聞
い
て
下
さ
っ
た
。
夏
井
さ
ん
の
「出 

前
俳
句教
室
」
が、
大
連
で
も
で
き
た
ら、
中国
人
た
ち
の
俳
句
へ 

の
理
解
が、

I

段
と
深
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
曲
先
生
と
加 

藤
先
生
は、
日
中
の
友
好
を
進
め
る
た
め
に、
俳
句
を
通
じ
て
の
交 

流
が
、
い
か
に効
果
的
で
あ
る
か
を
力説
さ
れ
た
。
曲
先
生
の
日
本 

語
は、
流
暢
な
見
事
な
も
の
で
、
一
時
間
半
の
時
間
が、
あ
っ
と
言 

、っ
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た。.

食
事
の
場
所
か
ら
正
宗
寺
ま
で
は、歩
い
て
ご
案内
す
る
こ
と
に 

し
た
。
「大
原観
山
邸
跡
」
か
ら
中
ノ
川
の
ほ
と
り
の
「子
規
幼
少
年 

期
住
居
跡
」、
さ
ら
に学

生
漱
石
も
訪
れ
た
「子
規
上
京
後
の
正
岡
家 

住
居
跡
」
へ、
元
正
岡
家
墓
所
の
あ
っ
た
「法
龍
寺
門
前
句
碑
」
を 

経
て、
正
宗
寺
の
「子
規
堂
」
「子
規
理髪
塔
」
へ、
最
後
に
花
園
町

― 10 —



雛
畔|！
菅 

菊太郎先生

(上
)

—

札
幌
農学
校
時
代
の
面
影

—

一まえがき

松
山
子
規会
は
昭
和
一
八
年
一
月
に発
足
し
た
が、
そ
の発
足当
 

時
か
ら
同
ニ
五
年
五
月
ま
で
、
七
年
余
り
に
わ
た
つ
て
初
代
の会
長

谷 

光隆

を
務
め
ら
れ
た
の
が
菅
菊
太
郎
先
生
で
あ
る
。
先
生
の経
歴
.
事
績 

の
大
略
に
つ
い
て
は、
松
山
の発
展
に
つ
い
て
功労
の
大
き
か
っ
た 

人
と
し
て、
『松
山
市
誌
』(昭
和
三
七
年発
行
)
の
中
に
そ
の
小伝
が掲
 

載
さ
れ
て
い
る
が
、当
子
規会
の
方
に
も発
足
五
0

周
年
を
記
念
し 

て発
行
し
た会
誌
五
九号
に
こ
れ
と
ほ
ぼ
同様
の
記
載
が
あ
る
。
す 

な
わ
ち
次
の
通
り
で
あ
る
。

菅菊太郎

明
治
8

年
4

月
8

日
〜
昭
和25
年
5

月
17
日 

〈
一
八
七
五
—
一
九
五
〇〕 

大
三
島
町宫
浦
に
生
れ
、
明
治32
年
札
幌
農学
校
を
卒
業
し
、 

北
海
道庁
嘱
託
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
調
査
の
の
ち
、
農
商
務
省
に
入 

る
。
同
35
年
病気
の
た
め帰
郷
、
同39年
小学
校教
員、
大
正7 

年
松
山
農学
校教
員、
昭
和7
年
南
宇
和
農学
校
長、
同13年
8
 

月
松
山
農学
校
長、
同15年
5

月県
立図
書
館
長
。
大
正3
年
伊 

予
史
談会
に参
加、
論
文
を発
表
。
農学
博
士、号

鷲
峰
、
著
書 

『南
宇
和
郡
史
』
『愛
媛県
農
業
史
』な
ど
。
初
代
子
規会
会
長
。

こ
れ
で
分
か
る
ょ
ぅ
に
、
氏
(札
幌
農学
校
時
代
に
つ
い
て
は
氏
と称
す
る ― 11―



こ
と
に
す
る)
は
米
人
ク
ラー
ク
の〈 6

0
7
3，

げ8 

31111511： 1
0
1
1
3〉

で
有
名 

な
札
幌
農学
校
の
出
身
で
あ
る
が
、
私
が
本
稿
を
執
筆
す
る
の
は
、 

氏
が
そ
の
在学
中、
世
に
さ
き
が
け
て
『日欧
交
通
起
源
史
』
な
る 

一
書
を単
独
執
筆
し、
ま
た
『札
幌
農学
校
』
な
る学

校
の
案内

書

. 

紹
介
書
を
他
の
五
人
の
編
集
委
員
と
と
も
に
共
同
執
筆
し
て
刊
行
し 

た
こ
と
に
ょ
る
。
私
は
一
昨
年、
偶
然
の
機会
に
右
の
ニ
書
を
入
手 

す
る
こ
と
が
で
き、
こ
れ
を

|読
し
た
が、
弱
冠
少壮
の学
徒
に
し 

て
こ
の
雄
篇
を
成
し
た
こ
と
に
は
い
た
く
敬
服
し
た
。
そ
こ
で
、
以 

下
に
は
こ
の
ニ
書
の
紹
介
を
軸
と
し
な
が
ら、併
せ
て
そ
の
周囲
の 

人
物
像
を
も
描
き、
そ
れ
を
通
じ
て
氏
の
高
邁
な
人
格
識
見
の
形
成 

過
程
を
迪
つ
て
み
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
紙
幅
に
は
限
り 

が
あ
る
の
で
、
拙
文
は
わ
ず
か
に
そ
の
一
端
を伝
え
る
の
み
で
あ
る 

こ
と
を
お断
わ
り
し
て
お
く
。

ニ

『日欧
交通起源史』

1

表
紙
と
扉
.
題
字

一
昨
年
四
月、
東
京
の
泰
成
堂
書
店
か
ら
送
っ
て
き
た
古
書
目録
 

を
見
て
い
る
と、
そ
の
中
に

五
八
三
三
日欧
交
通
起
源
史
信
愛
な
る
新
渡戸
夫
人
に
棒
ぐ

菅
菊
太
郎
札
幌
農学
校内
明

3〇
六、
0

〇
0

と
い
う
の
が
あ
つ
た
。
私
は
急
い
で
同
書
店
に
電
話
し
た
が
、
幸
い

に売
れ
て
お
ら
ず、
久
し
く脳

裏
に
あ
っ
た
「ま
ぼ
ろ
し
」
の
一
書 

を手に
入れる
ことがで
き
た。
と
い
ぅ
の
は
以
前
ど
こ
力
の 

書
店
の
目録
に
出
て
い
る
の
を
見
て頼
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
が、
そ 

の
時
に
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
、
一
種
の
稀覯
本
と
い
っ
て 

ょ
い
も
の
で
あ
る
。

さ
て、
そ
の内
容
で
あ
る
が、
本
書
は
表
紙
に
薄
紫
色
の
布
地
を 

用
い
た
堅
牢
な
製
本
で
、
菊
判
.
本
文
三
一
三
頁
、
明
治
三
〇
年 

一|

月
ニ
ニ
日
に
東
京
の
裳
華
書
房
が発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ 

し
て、
そ
の
背
表
紙
に
は
「日欧

交
通
起
源
史
完
」
と
あ
る
が
、
前 

表
紙
に
は 

か 

11151：〇
1
7
^
1
1
1
6

 

6
3
1
1
7艮

6
1
0〇

11136 

1361：̂
6
6
1
1

 

135311656 311¢!

閃0101>63115.

と
あ
る
の
み
で
他
に
文
字
は
な
い
。
こ 

れ
を
開
く
と
前
扉
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
ま
た
草
書体

で
「日欧
交
通 

起
源
史
」
と
あ
る
が
、
本
扉
に
は
書
名、
著
者
名
、
校閲
者
名、
批 

評
者
名、発
行
所
名
な
ど、
す
べ
て
が
英
文
で
記
さ
れ、
一
見
す
る 

と
洋
書
そ
の
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
さ
ら
に、
そ
の
裏
面
を
見
る
と、 

今
度
は
英
文
と
邦
文
が
上
下
ニ
段
に
分
か
れ、
上
段
は
英
文
で

1
1
1
6
5
6

 

？
兵

65\216 1160118161 1
/

3
7 ユ国 

2110 
げ 6, 
\

^

0
9 1116 

―口一一 !01,

^1
3
0
0̂

¥
0
1
1
1
1一 1

1
1
1
6
1

 

1
1
1
3
1
3
1
7
.

と
あ
り
、
下
段
は
邦
文 

で
「此
書
は
新
渡戸

氏
の図
書
館
に
ょ
り
て
成
る
も
の
な
れ
ば
。
紀 

念
の為
め
。
親
愛
な
る
新
渡戸

夫
人
に
捧
ぐ
。

著
者
」
と
あ
る
。 

前
記、
泰
成
堂
の
目録

に
「信
愛
な
る
新
渡戸
夫
人
に
捧
ぐ
」
と
あ
っ 

た
の
は、
こ
れ
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
申
す
ま
で
も
な
い
。 

又
こ
こ
で
は
著
者
が自
ら
を
げ00

1
5

，̂矣0
0
1
1

(
本
の虫
)と
言
っ
て
い
る 

が、
そ
れ
は
正
し
く
一
書
を
成
す
に
い
た
る
ま
で
の
氏
の
苦
心
の
姿 一 12 ―



で
あ
り、単
に
興
味
深
い
と
い
ぅ
よ
り
は
む
し
ろ
敬
虔
の
念
を覚
え 

る
。そ
し
て、
そ
の
次
葉
は
勝
海
舟
の
題
字
で
、
「開
拓
萬
里
之
波
濤

丁
酉
初
冬
海
舟画
」
と
あ
る
。
勝
海
舟
に
つ
い
て
は
今
更説
明
す
る 

ま
で
も
な
い
。
咸
臨
丸
を
指
揮
し
て
太
平
洋
を横
断
し
た
こ
の
英
傑 

は、
本
書
の
題
字
を
書
す
に
は
も
っ
と
も
相応
し
く、
丁
酉
は
明
治 

三0

年
で
、
そ
の
逝
去
の
前々

年
で
あ
る
こ
と
も
貴
重
で
あ
る
。

題
字
の
あ
と
は
自叙
、
例
言
、
目
次
と続
き
本
文
と
な
る
が、
本 

文
の
冒
頭
に
は
書
名(日欧
交
通
起
源
史
『欧
羅
巴
人
の
初来
』)
の
下
に

新
渡戸
稲

造
校閲
 

志賀重昂
批評 

菅菊太郎著述 

と
あ
り
、
校閲
、
批
評
の両
者
が
と
も
に
超
一
流
の
大
人
物
で
あ
る 

こ
と
に
先
ず
驚
か
さ
れ
る
。
以
下
、
小
稿
で
は
そ
の
自叙
、
例
言
、 

目
次、
結
論、
跋
文
を
順
次
紹
介
し
た
の
ち
、
さ
ら
に発
刊当
時
の 

広

告
文
(『札
幌
農学
校』
の巻
末
に
付
載)を
も
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。 

た
だ
、
自叙
は
新
渡戸
氏
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
多
く、
跋
文
は
志 

賀
氏
の
筆
で
あ
る
の
で(志
賀
氏
は
多
忙
の
た
め実
際
に
は
批
評
は
せ
ず、
跋 

文
を
書
く
に
止
ま
っ
た)、
こ
の両

氏
に
つ
い
て
は、
そ
れ
ぞ
れ
多
少
の
紙 

幅
を
割
い
て
其
の
片
影
を伝
え
る
こ
と
に
し
た
。

2

自 

叙

ま
ず
本
書
の
成
る
に
あ
た
っ
て
密
接
不
離
の関
係
に
あ
つ
た
新
渡 

戸
稲

造
(
一
八
六
二—
一
九
三
三、
文
久
ニー
昭
和
八
)
の伝
か
ら 

始
め
よ
う
。

新
渡戸

は
明
治.
大
正
時
代
の教
育
家、
農
業経
済
学
者、
農学
 

博
士、
法学
博
士。
南
部
藩
の
勘
定
奉
行
新
渡戸
十
次
郎
常
訓
の
三 

男
と
し
て
盛
岡
に
生
ま
れ
た
。
私
立
東
京
英
語学
校
を経
て、
明
治 

一
〇
年
札
幌
農学
校
に
進
み、
一
四
年
卒
業
(第
二
期
生
)。
い
っ
た 

ん
東
京
帝国
大学
文
科
大学
に
入学
し
た
が、
翌
年
中
退
し
て
渡
米、 

ジ
ョ
ン
ズ.
ホ
プ
キ
ン
ズ
大学
(ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
)
に
入学
し
ニ
〇 

年
卒
業
。
さ
ら
に
札
幌
農学
校
助教
の辞
令
を
受
け
て
ド
ィ
ッ
に
留 

学
し、
ボ
ン、
ベ
ル
リ
ン、
ハ
レ
の
諸
大学
で
農
業経
済
学
、
統
計 

学
な
ど
を学
び
、
前
後
お
よ
そ
八
年
に
わ
た
る欧
米
で
の
留学
生
活 

を
終
え
ニ
四
年帰

朝、
そ
の
三
月教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
よ
り 

三
〇年
一
〇月

(正
式辞
任
は
三
一
年)
に
至
る
ま
で
、
同
校
に
在 

る
こ
と
お
よ
そ
七
年(三
0
—
三
六歳
)
で
あ
つ
た
が、当
時
の
札 

幌
農学
校
は
ま
さ
に
そ
の
全
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、
校
長
佐
藤
昌
介 

(第
一
期
生)
を
中
心
に、教
授
陣
に
は
宮
部
金
吾、
南
應
次
郎
ら 

(と
も
に
第
二
期
生)
を
擁
し
、
な
か
で
も
新
渡戸

は
"農学
校
の 

星
"
と
も
い
わ
れ
る
花
形教
授
と
し
て、
同
校
の
一
時
代
を画
す
る 

存
在
で
あ
つ
た
。
し
か
し、
そ
の
あ
ま
り
の
精励
に
よ
つ
て
健
康
を 

害
し
た
の
で
、
已
む
な
く
職
を辞
し
て
北
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
岸
に 

転
地
療
養
を
お
こ
な
い、
留
ま
る
こ
と
ニ
年、
そ
の
こ
ろ
英
文
で
執 

筆
し
た
の
が
一
代
の̂
！
?《 №

050001-10： 5001，

〇1
^一ミ
髮
， 

1899
》

で、
各国
語
に翻
訳
さ
れ、
邦訳

『武
士
道
』
も
あ
る
。

病
癒
え
て
の
ち
は、
明
治
三
四
年、総
督児
玉
源
太
郎、
民
政
長 

官
後
藤
新
平
に
招
か
れ
て
台湾
総
督
府
の
技
師
と
な
り
、
同
地
の
重 

要
産
業
で
あ
る
糖
業
に関
し
て
基
本
政
策
を
立
案
し
、
三
六
年
に
は 一 13 ―



「

転
じ
て
京
都
帝国
大学
法
科
大学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
が、
三
九
年 

に
は
文
部
大
臣
牧
野
伸顕
伯
の
懇
請
を
受
け
て、
第
一
高
等学
校
長 

に
就
任
し、
大
正
ニ
年
に
至
る
ま
で
、
そ
の
在
職
は
足
掛
け
八
年
間 

(

こ
の
間、
東
京
帝国
大学
農
科
大学
教
授
を
兼
任
)

に
及
ん
だ
。 

こ
の
八
年
間
は、
あ
た
か
も
日
露戦
争
の
直
後
に
あ
た
り
、国
家
主 

義
全
盛
の
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
新
渡戸
は
そ
の
信条
 

に
基
づ
き、
生
徒
た
ち
に
向
か
っ
て、
自
由
主
義
に
ょ
る
人
格
の
修 

養
と国
際
協
調
の
精
神
を説
き、
世
の
視聴
を
集
め
て
い
た
。
そ
し 

て、
大
正
ニ
年
に
は、
一
高
を
去
る
と
同
時
に
東
京
帝国
大学
法
科 

大学
の専
任教
授
と
な
り、
そ
の
時
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「植
民
政 

策学
」
の
講
座
を担
当
し
た
。
以来
、
大
正
九
年
に国
際
連
盟
事
務 

局
次
長
に転
出
す
る
ま
で
お
ょ
そ
七
年
間、
引
き続
き
植
民
政
策
に 

つ
い
て
講
義
し
て
い
る
。
因
み
に
そ
の
政
策
論
は、
原
住
民
の
利
益 

第
一
主
義
と、
徹
底
し
た
人
格
尊
重
主
義
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ 

た
。と

こ
ろ
で
、国
際
連
盟
事
務
局
次
長
へ
の
就
任
は、
こ
の
新
渡戸
 

の
名
を国
の内
外
に
い
や
が
上
にも高
か
ら
し
め
るも
の
と
な
つ
た 

が、
そ
の
就
任
に
つ
い
て
は
一
つ
の
エ
ピ
ソー
ド
が
あ
る
。欧
州
大 

戦
(

一
九
一
四1
一
八、
大
正
三—
七
)

が
終
わ
り
、国
際
連
盟
が 

成
立
(

一
九
二
〇、
大
正
九)
す
る
と、
日
本
か
ら
も
こ
れ
に
一
人 

の
代
表、
事
務
局
次
長
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う状
況
に 

な
つ
た
。
そ
こ
で
駐仏
日
本
大
使
館内
で
は、
全権
西
園
寺
公
望
公 

以
下、
要
人
た
ち
が
相
集
ま
っ
て
そ
の
人
選
に
苦
心
し
、
鳩
首
協
議 

を
こ
ら
し
てい
た
が、
ち
よ
う
ど
そ
の
時、
た
ま
た
ま戦
後
の
視
察

旅
行
を
了
え
て帰
途
そ
こ
に
立
ち
寄
っ
た
新
渡戸

の
姿
を
見
て、
牧 

野
伸顕

伯
が
「あー
、
こ
こ
に
い
た
」
と
叫
び
、参
会
者
一
同
も
異 

ロ
同
音
に、
有
無
を
言
わ
せ
ず
新
渡戸
に
そ
の応
諾
を
迫
り
、
事
は 

決
し
た
の
で
あ
る
。
又、
そ
の
在
任
中
の
行
跡
に
つ
い
て
は、
友
人 

宮
部
金
吾
が
新
渡戸
稲
造
小伝
に
お
い
て、
次
の
ょ
う
に
記
し
て
い 

る。

君
は
そ
れ
以来

七
年
間
ス
ィ
ス
の
ジ
ュ
ネー
ブ
に
在
つ
て
連 

盟
の
仕
事
に従
事
せ
ら
れ
ま
し
た
。当
時
は
連
盟
の
初
期
で
あ 

つ
て
困
難
も
あ
つ
た
と
同
時
に
ま
た
華
や
か
な
希
望
に
輝
い
て 

居
た
時
代
で
あ
り
ま
す
が
、
博
士
は
何
時
の
間
に
か
「連
盟
事 

務
局
の
良
心
」
と
人
に
呼
ば
る
る
程、
こ
の
連
盟
に
高尚
な
精 

神
を
吹
き込
ま
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
又
君
の
人
格
は
年
と
共 

に
益々

円
熟
を
加
へ
接触
せ
る内
外
人
を
誰
彼
と
な
く
感
歎
せ 

し
め
「ジ
ュ
ニー
ヴ
ァ
に
於
て
最
も
愛
さ
れ
た
人
」
と
い
う
綽 

名
を
受
け
ら
れ
る
程
に
な
ら
れ
ま
し
た
。茲
に
於
て
君
は国
際 

人
と
し
て
世
界
稀
な
る
存
在
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
新
渡戸
は、
日
本
人
に
は
ま
っ
た
く
類
例
の
な
い
業
績 

を残
し
な
が
ら
大
正
一
五
年、
事
務
局
次
長
の
職
を辞
し
、
翌
昭
和 

ニ
年
に帰
朝
し
た
が、
超
え
て
四
年
に
は
ま
た
太
平
洋
問
題
調
査会
 

の
理
事
長
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の会
は、
日
米
間
の
諸
問
題
を
平
和 

的
に処
理
しょ
う
と
する団
体
で
あ
っ
た
が、
そ
の
ニ
年
後
に
は満
 

州
事変
が
勃発
し
た
の
で
、
以
後、
日
本
は
準戦
時体
制
に
入
り
、 

自
由
主
義
者
.
平
和
主
義
者
で
あ
る
新
渡戸
へ
の
非
難
は
し
だ
い
に 

強

く
な
り
、
日
米
間
の戦
争

の
危険

も
し
だ
い
に増
大
し
て
き
た
。 ― 14 ―



こ
の
間、
新
渡戸
は
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
ヵ
の
諸
大学
に
講
演
し、
日 

米
親
善
に尽
く
す
所
が
あ
っ
た
が、
昭
和
八
年
ヵ
ナ
ダ
で
開
か
れ
た 

第
五
回
太
平
洋会
議
に
日
本
代
表
の団
長
と
し
て
出
席
し
た
際、
疲 

労
が
重
な
っ
て
病
を
得、
つ
い
に
一
〇
月
一
五
日、
同国
ヴ
ィ
ク
ト 

リ
ア
市
の
病
院
で
客
死
し
た
。
こ
こ
に、
「太
平
洋
の
橋
」
と
な
ら
ん 

と
決
意
し
た青
年
時
代
か
ら
の
夢
は、
永
遠
に
閉
ざ
さ
れ
た
の
で
あ 

る。
時
に
年
七
ニ。
著
書
に
は学

術
書
と
し
て
『農
業
本
論
』
そ
の 

他
が
あ
る
ほ
か、
日
英
文
に
ょ
る
多数
の
通
俗
書
が
あ
る
。

な
お、
小
稿
で
は
特
に
新
渡戸
夫
人
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
必
要 

が
あ
ろ
ぅ
。
新
渡戸
は
前
記、
ジ
ョ
ン
ズ
-
ホ
プ
キ
ン
ズ
大学
に
在 

学
中
、
キ
リ
ス
ト教
フ
レ
ン
ド
派
の団
体
に
入会
し
た
が、
あ
る
日 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
同
派
の
集会
で
講
演
を
し
た
時、
そ
れ
を聴
 

い
た
メ
リー
‘

エ
ル
キ
ン
ト
ン嬢
が、
日
本
の
こ
と
に強
い関
心
を 

持
ち
、
な
お
詳
し
く
質
問
し
た
い
こ
と
が
あ
る
と
い
つ
て
訪
ね
て
き 

た
。
こ
れ
が
二
人
の
出
合
い
で、
新
渡戸
の
ド
イ
ツ
留学
中
に
も
手 

紙
の
往
復
に
ょ
る
交
際
が続
き、
つ
い
に
婚
約
が
交
わ
さ
れ
る
ま
で 

に
な
っ
た
。
そ
の
結
婚
に
は、双
方
の
家
庭
か
ら強
い
反対
も
あ
つ 

た
が、
二
人
の
決
意
は
固
く、
新
渡戸
は
ド
イ
ツ
か
ら
の帰
国
の
途 

次
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
に
立
ち
寄
り
、
明
治
ニ
四
年
一
月
一
日
、 

そ
の
地
で
結
婚
式
を挙
げ
た
。
新
郎
ニ
九歳
、
新
婦
三
三歳
。
そ
の 

数
日
後、
新
夫
妻
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
を
出発
し、
サ
ン
フ
ラ
ン 

シ
ス
コ経
由
で
ニ
月ー
0

日、横
浜
港
に
入
港
し
た
。
そ
し
て
新
渡 

戸
は、
太
平
洋
の
万
里
の
波
濤
を乗
り
越
え
て来
た
と
い
う
と
こ
ろ 

か
ら、
新
婦メ
リ
ー
を
万
里
子
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
れ
が
菅 

氏
の
い
う
「親
愛
な
る
新
渡戸
夫
人
」
で
あ
る
。
因
み
に
、
夫
人
は

新
渡戸

の
死
を
見
送
っ
て
の
ち
五
年
に
し
て
、
昭
和
一
三
年
九
月
、 

軽
井沢
で
逝
去
し
た
。
二
人
の
間
に
子
は
な
い
。

以
上
で
新
渡戸
夫
妻
の
小伝
を叙
し
了
っ
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て 

菅
氏
と
の関
係
に
つ
い
て
い
え
ば、
菅
氏
が
札
幌
農学
校
に
在学
し 

て
い
た当
時
は、
あ
た
か
も
同
校
の
全
盛
期
に
あ
た
り
、
し
か
も両
 

者
は
文
字
通
り
恩
師
と
愛
弟
子
と
の
親
密
な
間
柄
で
あ
っ
た
。
そ
し 

て、
新
渡戸

敎
授
が
英
文
で
も
の
し
た
論
文

《
1111;6100111

3
1
3
6
1̂
6
6
1
1

 

0
1
1
1

18-3
1
3
1
6
3

目
ユ
で̂
目
一
百
米関
係
史ー
を
模
しゝ

そ
の
指
導 

の
も
と
に
成
っ
た
の
が
菅
氏
の
『日欧
交
通
起
源
史
』
で
あ
っ
た
。 

次
に
そ
の
自叙
を掲
げ
ょ
ぅ
。

自叙余
好
ん
て
古
今
の
史
籍
を読
み、
深
く
外
交
の国
運
に関
繫
す
る
こ 

と
大
な
る
を
悟
り
、
苟
も
事
の
外
交
に渉
る
者
あ
れ
ば、輙
ち
抄録
 

し
て
筐笥
に蔵
む
。
客歳

夏
校
暇
を
得、
手
に
任
せ
て
次
序
を
正
し
、 

反
復
こ
れ
を読
む
に、
復
た
筐
底
の
蠢
腹
を
肥
す
に
忍
び
ざ
る
者
あ 

り
。
乃
ち
輯
し
て
一
小
冊
と為
さ
ん
と
す
。

已
に
し
て
以為
ら
く、
外
交
の
事
重
く
且
大
な
り
。
殊
に欧
人
に対
 

す
る
交渉
事
跡
は、
方
今
の
時
勢
に
あ
り
て、
世
人
の
留
意
注
目
す 

る
と
深
至
な
ら
ず
ん
は
あ
ら
ず
。
而
し
て徳
川
幕
府
時
代
に
於
け
る 

日欧
の
交
通
に関
し
て
は、
撰
著
の
書
勘
か
ら
ず
と
雖、
其
起
源
に 

溯
り
て
、
精
密
の研
究
を
下
せ
る
も
の
な
く、欧
人
初来
の
年
月
の 

如
き
も、
曖
昧
模
稜
の
間
に
葬
ら
れ
て、
未
た
一
定
の
確説
あ
ら
ざ 

る
が
如
し
と
。
乃
ち自
ら揣
ら
ず、
本
書
撰
著
の
業
に従ふ
こ
と
、 

な
れ
り
。
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然
れ
と
も
日欧
交
通
の
起
源
を
究
め
ん
と
欲
せ
ば、
余
が
年来
の
抄 

録

の
み
を
以
て、
材
料
充
分
な
り
と
す
可
か
ら
ず
。
更
に
進
ん
で欧
 

米
の
史
料
を
も渉猢
す
る
の
要
あ
り
。会
ま
恩
師
新
渡戸
稲
造
氏
嘗 

て
海
外
に
在
る
の
日
ょ
り、
亦茲
に
意
あ
り
、欧
米
の
著
書
に
就
き 

て、
之
が
史
料
を
蒐
集
す
る
前
後
二
十
年、裒
然
積
ん
て
堆
を為
す
。 

余
乃
ち
先
生
に
請
ふ
て
其図
書
館
に
出
入
し
、
旁
ら
其
高教
を
仰
ぎ
、 

辛、つ
し
て
本
書
を
完
成
す
る
に
至
れ
り
。
本
書
も
し
世
道
に
裨
補
す 

る
所
あ
り
と
せ
ば、
余
敢
て
其徳
を
新
渡戸
先
生
に帰
す
る
に躕
躇 

せ
ず
。

余
が
本
書
を
撰
著
す
る
に当

り
、
最
も
多
く参

考
し
た
る
は
、
ミ
ユ 

ン
ス
テ
ル
ベ
ル
ヒ
氏
の̂
召§

3 
―113

1̂11861:11311

0-6
1

ピ
ン

-̂
1

氏 

の 1^
1

6往
1112061〇：

バ
イ

ニ
ン

グ
氏

の
1118〇

11〇
1

1
3

0〇 1〇 1： 11511̂
ヒ

ル

 

ド
レ
ス
氏
等
の.̂5

3
1

1
3

1
10一一 !

1
6』召
目
6
3
^
な
り
。
故
に
他
の
參
考
書 

は参
証

引
用
を
傍
註
に
明
記
せ
り
と
雖
も
、
此
四
書
に
係
れ
る
は
、

|

切
闕畧
に従
へ
り
。

本
書
の
撰
著
に関
し
て
恩
師
新
渡戸
稲
造
氏
は
校閲
に、
同
窓
の
先 

進
志
賀
重昂

氏
は
批
評
に、
各
其労
を
頒
た
れ、
其
他
長
田権
次
郎、 

岩
崎
行
親、
岩
谷譲
吉、
西
垣
恒
矩、
森
田
最
中
の
諸
氏、
及
ひ
在 

種
子
島
前
田譲
造、
柳
田
龍蔵
、
石
堂
新蔵
、
森
友
諒
諸
氏
の
熱
心 

な
る
助
力
を与
へ
ら
れ
た
る
こ
と
極
め
て
多
く、
卷
中
に挿
み
た
る 

写
真
版
の図
は、I々
原図
に拠
り
て、
和
田
英
作
氏
の
縮摹を
煩 

は
せ
り
、茲
に
特
書
し
て
謝
意
を
表
す
。
又
出
版
に関
し
て、
裳
華 

房
主
人
の
厚
意
を
荷
へ
る
こ
と
は、
著
者
の
永
く
記
し
て
忘
れ
ざ
る 

所
な
り
。

終
に
臨
ん
て
一
言
す
。
著
者
の
本
書
を
公
け
に
せ
る
は、
毫髪
も
之 

に
藉
り
て
名
利
を
街
は
ん
と
す
る
念
あ
る
に
非
ら
ず
。
唯
忠実
に欧
 

人
初来

の
問
題
を研
究
せ
ん
と
欲
す
る
の
み
。読
者
幸
に
懇
篤
の
批 

評
を
吝
むこ
と
勿
れ
。

明
治
三
十
年
十
月
金
貨
制
施
行
の
日 

於
札
幌
農学
校

菅
菊
太
郎
識

こ
の叙
文
に
は、
著
者
が
新
渡戸

氏
の図
書
館
に
出
入
し
て欧
米 

の
史
冊
を渉猢
し、
ま
た
時
に
其
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
特
筆
さ 

れ
て
い
る
が、
そ
の
後
に
は
「本
書
も
し
世
道
に
禆
補
す
る
所
あ
り 

と
せ
ば、
余
敢
て
其徳
を
新
渡戸
先
生
に帰
す
る
に蹰
躇
せ
ず
」
と 

言
い、
自
ら
の
功
を
す
べ
て
因
心
師
に帰
し
て
い
る。
そ
し
て、
そ
の 

最
後
に
は
ま
た
念
を
押
す
ょ
う
に、
「終
に
臨
ん
で
一
言
す
。
著
者
の 

本
書
を
公
け
に
せ
る
は、
毫髪

も
之
に
藉
り
て
名
利
を
街
は
ん
と
す 

る
念
あ
る
に
非
ら
ず
。
唯
忠実
に欧
人
初来
の
問
題
を研
究
せ
ん
と 

欲
す
る
の
み
」
と
言
つ
て
い
る
。
普
通
、叙

文
に
は
こ
う
し
たこ
と 

ま
で
は
書
か
な
い
。
そ
れ
は、
己
を
律
す
る
こ
と
の厳
な
氏
の
性
格 

の
一
端
を
言
い
表
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

3

例
言
三
則

一。
本
書
初
め
題
し
て欧
羅
巴人
の初来

と
云ふ
。
稿
成
る
の
後
故 

あ
り
て
日欧
交
通
起
源
史
と
改
む
。
記
事
中
時
と
し
て
題
目
と 

撞
着
す
る
所
あ
る
は
之
が為
な
り
。読

者これ
を諒
せ
ょ
。
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ニ。
引
用
出
所
を
明
か
に
す
る
は、
著
述
家
の
責
任
な
り
。欧
書
其 

例
多
し
。
今
著
者
敢
て
之
を
試
む
。
但
た
新瓶
の
事
に属
す
る 

を
以
て
、
魯
魚
焉
馬
の
誤
多
か
ら
ん
。読
者
こ
れ
を
恕
せ
よ
。 

三。欧
人
初来

の
題
目
は
日
本
史
中
の
英
華
な
り
。研
究
最
も
精
竅 

を
要
す
。
余
年
少、
敢
て当
ら
ず
。
本
書
幸
に
し
て
此
題
目
を 

論
究
す
る
の
勝広
た
る
を
得
ば、
著
者
の
望
足
れ
り
。

著者識す

一
に
つ
い
て
は、
本
文
の
冒
頭
に
「日欧
交
通
起
源
史
」
と
書
き
、 

そ
の
下
に
ま
た小
さ

く
『欧
羅
巴
人
の
初来
』
と
書
い
て
い
る
こ
と 

前
出
の
通
り
で
あ
る
。

ニ
に
つ
い
て
は、欧

米
の学
術
書
に
は
フ
ッ
ト
.
ノー
ト
の
形
式 

で
引
用
文
の
典拠
を
示
す
例
が
多
い
の
で
、
本
書
も
こ
れ
に
倣
い
傍 

註
を
施
し
たと
い
、っ
の
で、当
時
の
わ
が国
の
通
例
に
比
し、
も
つ 

と
も厳

正
な学
術
的
態
度
と
し
て
高
く
評価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

魯
魚
焉
馬
と
は
文
字
の
誤
。
魯
と
魚、
焉
と
馬
と
は、
字
形
が
似
て 

い
て
誤
り
易
い
こ
と
を
い
ぅ
。

三
に
つ
い
て
は、欧
人
の
初来
は、
日
本
史
上
の
重
要
問
題
で
あ 

る
か
ら
、自
分
が
初
め
て
そ
の研
究
を
手
懸
け
た
が、将
来さ
ら
に
 

こ
れ
を継
承
し
て発
展さ
せ
てく
れ
る
者
の
あ
るこ
と
を期
待
す
る 

と
い
う
の
で
あ
る
。
勝広
と
は、
中国
古
代
の
人
物
で
、
楚
の
陳
勝 

と呉
広
。
秦
の
二
世
皇
帝(胡
亥
)
の
と
き、
天
下
に
さ
き
が
け
て 

秦
に
叛
し
た
の
で
、
後
世、
事
の端
を発
す
る
こ
と
を陳
勝呉
広
を 

為
す
と
い
つ
た
。

4 

目
次

(細
目
は
略
す)

第
一
論
日
本
人
種
は
初
め
ょ
り
『アー
リ
ア
ン
』(
欧
羅
巴
人
種) 

の
血
種
を
混
せ
ざ
る
か 

第
二
論
日
本国

民
の
文
運
は
何
が
故
に
比
較
的遅
滞
せ
し
や 

第
三
論
日
本
の
西
海
岸
に
於
け
る
諸国

と
の
交
通
の
梗概
 

第
四
論
何
故
に
日
本
人
種
は欧

羅
巴
人
の来
る
を
俟
た
ず
自
ら
進 

み
て欧
羅
巴
人
の
門
を
叩
か
さ
り
し
や 

第
五
論欧

羅
巴
人
が亜

細亜

の
地
を
蹈
み
殊
に
支
那
帝国

に
入
り 

た
る
の
旦
あ
れ
ば
日
本
人
が
世
界
の
耳
目
に
照会
せ
ら
る、 

の
夕
あ
る
べ
し

第
六
論
近
世
史
の
始
め
に
於
け
る欧

州
人
文
の
開
展
、
殊
に
航
海 

術
の萠
発
は、欧
人
を
し
て
東
洋発
見
の
途
に
上
ら
し
め 

た
り

第
七
論
初
め
て
大
日
本
帝国

を発

見
し
た
る欧

羅
巴
人
は
誰
ぞ 

第
八
論
自
ら
日
本
の発

見
者
な
り
と称
す
る
初来

の欧

人
メ
ン
デ 

ンXI、
ピ
ン
トー
の閲
歴
及
び
其
紀
行 

第
九
論
初来
の欧
人説
の帰
着
竟
に
奈
何 

第
十
論
初来

の欧
人即
ち
日
本
の発

見
者
が
日
本
の
社会

に
及
ぼ 

し
た
る
影
響
及
び
其
以
降
の
成
行
一
斑 

以
上
の
論
題
を
見
た
だ
け
で
も
分
か
る
ょ
ぅ
に、
本
書
に
用
い
る 

文体
.
用
字
は、
現
今
の
我々

か
ら
す
れ
ば
か
な
り
難渋
で
あ
る
が、 

そ
れ
は
其
の
時
代
が
然
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
著
者
の研
鑽
の真
 

摯
な
る
と、学
識
の
富
贍
な
る
と
に
は、
只々
脱
帽
し
て
敬
意
を
表 

す
る
の
外
は
な
い
。
そ
し
て、
第
十
論
の
最
後
は
「当
初来
航
の欧 ― 17 ―



羅
巴
人
に対
す
る
日
本
人
の
動静
」
と
い
う
一
項
で
あ
る
が
、
そ
こ 

で
は
海
外
文
化
の
受
容
に
積
極
的
で
あ
っ
た
織
田
信
長
を
高
く
評価
 

し、内

心
好
意
を
寄
せ
て
い
た為
で
あ
ろ
う、
わ
ざ
わ
ざ
其
の
肖
像 

画

一
葉
を
製(小
川ー
眞
製)
し
て、
特
別
に
書
中
に
揷
入
し
て
い 

る
の
も
面
白
い
。

5

結
論

第
十
論
の
あ
と
は
結
論
と
な
る
が、
今
そ
の
文
意
を
忖
度
し
て
こ 

れ
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

地
球
上
原
始
の
民
族
が
開発

の
域
に
進
む
の
は、
河
川
的
文
明
よ 

り
始
ま
る
と
い
う説
が
あ
る
が、
さ
す
れ
ば
其
の
第
二
次
に来
る
ベ 

き
も
の
は
山
谷
的
文
明
で
あ
り
、
第
三
次
に来
る
の
は
海
洋
的
文
明 

で
あ
る
。
こ
の
海
洋
的
文
明
は、
航
海
術
の発
達
以
後
に
現
わ
れ
る 

も
の
で
、
そ
れ
は
地
球
上
の
各
民
族
の
異
種
異
色
の
思
想
を
鎔
化
渾 

融
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
最
も
善
美
の
文
明
を
生
み
出
す
も
の
で
あ 

る
。
そ
し
て
英国

の
如
き
は
こ
の
好
標
本
で
あ
る
。
こ
れ
に対
し、 

日
本
は
上
古
よ
り亜
大
陸
に
お
け
る
支
那
.
印
度
の
文
明
思
想
を
輸 

入
し
て来
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、
海
洋
的
文
明
を
開発
す
る
こ
と
が 

で
き
ず、
自
ら
退嬰
萎
縮
し
て
上
下
三
千
年
の
昏
夢
を
貪
っ
て
い
た
。 

し
か
し、
今
や
交
通
機関
の発
達
に
よ
っ
て、欧
米
の
文
明
思
想
は 

滔々

と
し
て
注
入
し来
り、
我
が国

も
よ
う
や
く国
運
人
文
の発
展 

を図
る
時
期
に
際会
し
た
。

著
者
は
こ
の
よ
う
に、
日
本
に
も
文
明
開
化
の
時
運
が
到来
し
た 

と
し
、
最
後
に
本
書
執
筆
の
動
機
を叙
し
て
次
の
よ
う
に
締
め
括
つ

て
い
る
。

嗚
呼
、
日
本
帝国
や、
上
下
三
千
年
の
間、
東
方
に
大
門
を
洞 

開
し
て
、
西
人
の来
る
を
待
つ、
敢
て
久
し
か
ら
す
と
せ
ず
、
而 

し
て
輓
近
に
至
り
、
漸
く
之
を応
接
す
る
の
機
を
得
て、
皇
天
の 

冥
命
に随
ひ
、
最
善
美
の
大
文
明
を
渾
球
面
上
に
樹
立
せ
ん
と
す
、 

亦
盛
な
り
と
謂
ふ
可
し
、
乃
ち欧
人
の
初来
は、
日
本
文
明
の
端 

緒
に
し
て、国
民
の
宜
し
く
紀
念
す
べ
き
所
に
非
ら
ず
や
、
本
書 

こ
の
題
目
を
把
り
て
日欧
交
通
の
起
源
を
放
究
し
た
る
も
亦
一
片 

の
微
意
な
し
と
せ
ざ
る
な
り
。

6

跋文し
‘？

、

跋
文
を
書
い
た
の
は
志
賀
重昂

〔
一
八
六
三
—
一
九
二
七、
文
久 

三
—
昭
和
ニ)
で
あ
る
。
志
賀
は
地
理学
者、経
世
家
。
三
河国(現、 

愛
知県
)
岡
崎
に
生
ま
れ、
長
じ
て
札
幌
農学
校
に学
ん
だ
。
第
四 

期
生
で
、
卒
業
生
中
屈
指
の
人
物
で
あ
る
。
明
治
一
九
年
に
太
平
洋 

を
周
航
し
、
翌
年
『南
洋
事
情
』
を
著
わ
し
て
一
躍
世
の
注
目
を
集 

め
た
が、
ニー
年
に
は
三
宅
雪
嶺
ら
と
政教
社
を
起
こ
し、雑

誌
『日 

本
人
』
を
刊
行
し
て国
粋
保
存
主
義
を
唱
え、
ニ
七
年
に
は
名
著
『日 

本
風
景
論
』
を
出
版
し
て、
其
の
文
名
は
い
ょ
い
ょ
揚
が
っ
た
。
本 

書
は、
科学
と
文学
を
交
錯
さ
せ
な
が
ら、
日
本
の
山
水
美
を
魅
力 

的
な
筆
致
で叙
述
し
た
風
景
論
で
、
著
者
の
代
表
作
で
あ
り
、発
行 

後増
訂
を
重
ね
て、国
民
の
間
に
愛読
さ
れ
た
。
そ
し
て、
そ
れ
は 

当
時
の
思
想
界
に
も
多
大
の
影
響
を与
え、
日
本
の国
民
的
統
一
に 

対
し、
一
つ
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
ぅ
し
た
一
方
で、
志
賀
は
ま
た
政
治
に
も関

心
が
深
く、
政
界 

で
は
進歩
党
に属
し
て
活
躍
し、
明
治
三
〇
年
に
は
農
商
務
省
山
林 

局
長
に挙
げ
ら
れ、
の
ち
外
務
省参
事
官
と
な
っ
た
。
三
一
年
ア
メ 

リ
カ
と
の
間
に
マー
カ
ス
島
の
領
有
問
題
が
起
こ
る
と、
時
の
東
京 

府
知
事
を
動
か
し
て
こ
れ
を
南
鳥
島
と
改称
し
、
東
京
府
の
管
轄
た 

ら
し
め
た
。
三
五
年
に
は
衆
議
院
議
員
に当
選
し、
そ
の
後当
選
す 

る
こ
と数
回。
ま
た
、
三
七
年
日
露戦
争
が
起
こ
る
と、
旅
順
攻囲
 

軍
に従
っ
て
こ
れ
を観
戦
し、
三
九
年
樺
太
の
境
界
を画
定
す
る
際 

に
は、
そ
の
委
員
の
一
行
に従
っ
た
。
四
ニ
年
に
出
版
さ
れ
た
ニ
ニ 

0
0余
頁
の
大
著
『大
役
小
志
』
に
は、
「旅
順
ロ
」
「樺
太
及
沿
海
州
」 

「戦
後
の
韓国
」
「現
在
の
韓国
」
な
ど
の
諸
項
が
あ
る
ほ
か、
「樺 

太
境
界
劃
定
」
の
一
項
が
あ
り、歴
史
資
料
と
し
て
は
も
っ
と
も
重 

要
で
あ
る
。
さ
ら
に、
四
三
年
に
は
世
界
漫
遊
を
試
み、
そ
の
翌
年 

『世
界
山
水図
説
』
を
著
わ
し
、
越
え
て
大
正
一
一
〜
一
三
年
に
も 

同様
に
世
界
漫
遊
を
試
み
た
。
な
お、
こ
の
間、
久
し
く
早稲
田
大 

学
に
地
理学
を
講
じ
て
い
る
。

志
賀
重昂
の閲
歴
は
大
要
以
上
の
如
く
で
あ
る
，
、
菅
氏
の
『日 

欧
交
通
起
源
史
』
は、
同
氏
が
恩
師
新
渡戸
教
授
の
紹
介
に
ょ
っ
て 

こ
の
志
賀
に会
い、
志
賀
の
斡
旋
に
ょ
っ
て
は
じ
め
て
刊
行
に
漕
ぎ 

着
け
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
跋
文
を掲
げ、
こ
れ
に
よ
り当
事 

者
苦
心
の実
況
を
想
見
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

菅
菊
太
郎
君
ハ
札
幌
農学
校
ノ学
生
ナ
リ、
其
ノ
第
二
年学
期
ニ
在 

ル
ヤ、
課
程
ノ
余
暇
ヲ
偸
ミ
テ
日
本
ト欧
西
ト
ノ
交渉

ノ
桑
創
ヲ
稽

査
シ、
鬱
然
ト
シ
テ
大
文
字
ヲ
作
シ、
題
シ
テ
『日欧
交
通
起
源
史
』 

ト
云
フ。

渺
タ
ル
在学
ノー 
書
生、
年歯

二
十
有
四
ノ
年
少
子、
北陬
ノ
農学
 

校
ニ
課
程
ノ
余
暇
ヲ
以
テ
此
書
ヲ
作
ス、
誰
レ
ヵ
感
嘆
セ
ザ
ラ
ン
ヤ。 

君
ノ
今
夏
季
休
暇
ヲ
以
テ
上
京
ス
ル
ヤ、
此
書
ノ
草
稿
ヲ懐
ニ
シ
テ 

来

リ
予
ニ
示
ス、
予ー
閲
再閲
、
其
ノ
材
料
ノ
富
瞻
ナ
ル
ト
識
カ
ノ 

該
博
ナ
ル
ニ
驚
服
ス
。既

ニ
シ
テ
君
之
レ
ヲ
上
梓
セ
ン
ト
欲
シ
予
ノ 

添
書
ヲ
携
へ
テ
帝
都
ノ
各
書
肆
ヲ
訪
フ、
相
謝
シ
テ
謂
フ、
奇
書
ナ 

リ
珍
籍
タ
リ、
而
ヵ
モ
上
梓
セ
ン
ト
欲
セ
バ
紙数

ハ
饒
多
ナ
リ、
揷 

画

ニ
地図
ニ貲
ヲ
要
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ、
印
刷
ノ
如
キ
各
種
ノ
活
字 

ヲ
要
シ
英
字独
逸
字
ヲ雑
へ
且
ツ
校
正
ニ
困
ム、
加
之
ナ
ラ
ズ
此
ノ 

如
キ
ノ
書
ヤ学
問
社会
ニ
幾
分
ノ
需
要
ア
ル
モ
遂
ニ
社会
全
般
ニ
販 

路
少
シ、
遂
ニ
其
ノ
費
用
ニ
勝
へ
ザ
ル
ヲ
如
何
ト
。
君
連
日
炎
天
ヲ 

冒
シ
熱
沙
ヲ
蹈
ミ
汗
ヲ
拭
ヒ
テ
徒歩
シ、
到
ル処

ノ
書
肆
ヲ
訪
ヒ
遂 

ニ
志
ヲ
得
ズ、
憮
然
返
ヘ
リ来

リ
テ
予
ニ
情
ヲ
語
ル。
予
之
レ
ヲ
聞 

キ
亦
タ
憮
然、既

ニ
シ
テ
謂
フ、
此
ノ
如
キ
ノ
著
作
ヲ
克
ク
上
梓
シ 

得
ザ
ル
ハ真
個
ニ
我
帝国

ノ
汚
辱
ナ
リ
ト、
考
慮
百
端
ノ
余、会
丨
 

裳
華
房
主
人
ノ
年壮

ニ
シ
テ
意気
ア
ル
ヲ
想
起
シ、
菅
君
ニ
主
人
ニ 

寄
ス
ル
ノ
書
ヲ
付
シ、
且
ツ
謂
テ
日
ク
、
裳
華
房
ニ
シ
テ
克
ク応
ゼ 

ズ
ン
バ
東
京広
シ
ト
雖
モ
復
タ
君
ガ
此
書
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
上
梓
ス
ル 

ノ
書
肆
ナ
ヵ
ラ
ン
ト、
君悄
々
ト
シ
テ
去
ル。既
ニ
シ
テ
返
ヘ
リ来
 

ル
ヤ、歓
意満
面、
日
フ
裳
華
房
諾
セ
リ
ト
。

梓既

ニ
成
リ、来

リ
批
評
ヲ
予
ニ
需
ム、
予既

ニ
此
書
ト
因縁
ア
リ、 

且
ツ
資
性
最
モ
此
種
ノ
著
述
ヲ
嗜
ム、
故
ニ
喜
ビ
テ
需
ニ応
ズ
、
而 ― 19 一



シ
テ
世
事倥
偬
、
塵
務
紛々
、数
十
日
ヲ
過
グ
、
裳
華
房
主
人
公
行 

ノ
期
ニ
後
ク
ル、
ヲ
以
テ
督
促
緊厳
、
遂
ニ
約
ヲ
果
ス
能
ハ
ズ
、
予 

深
ク
之
ヲ
憾
ト
ナ
ス
。

然
レ
ド
モ此
書
ヤ
再
版
ノ発
刊
ス
ル
必
ラ
ズ
期
ス
べ
キ
ヲ
以
テ
、
予 

ハ
此
際
ニ当

リ
仔
細
ニ
批
評
シ、
以
テ
一
ハ
著
者
ト
ノ
約
ヲ
蹈
ミ、 

且
ッ
予
ガ
生
平
ノ
嗜
好
ヲ
飽
ヵ
シ
メ
ン
ト
ス
。

明
治
三
十
年
十
一
月
十
五
日
 

志
賀
重
昂

識

7

広

告
文

広
告
に
は、
「勝
海
舟
先
生
題
字
新
渡戸
稲

造
先
生
校閲

志
賀 

重昂
先
生
批
評
菅
菊
太
郎
先
生
著
菊
判
洋装
全
壹
冊
正価
壹 

円
五
拾銭

郵税

料
拾銭
」
と
あ
り
、
書
名
「日欧
交
通
起
源
史
」 

を
白
ヌ
キ
で
大
書
し
た
の
ち
次
の
よ
ぅ
に
記
し
て
い
る
。

日
本
帝国
の
地
位、
勢
力、隠
然
と
し
て
宇内
の
重
き
を為
さ 

ん
と
す
る
と同
時
に、対

外
の
事
端日
を
追
ふ
て
繁雑
を
極
め、 

随
つ
て
外
交
上
の歴
史
的研
究
に従

ふ
者
少
な
か
ら
ず、
然
れ 

ど
も、従
来
世
に
公
に
せ
ら
れ
た
る
著
述
は、概
ね
嘉
永
安
政 

以
降
に
於
け
る
開国

の顛
末
を叙
す
る
者
に
非
ら
す
ん
ば、
則 

ち纔
か
に徳
川
幕
府
の
初
期
に
溯
り
て、
鎖国
の縁
由
を説
く 

者
の
み
、
未
た
人
種
、地
理、歴
史
の
上
よ
り
、日欧

の関
係 

を
論断
し
て、
自
他
交
通
の
起
因
を証
明
確
示
せ
る
も
の
あ
ら 

ず
、
之
あ
る
は、実
に
本
書
よ
り
始
ま
る
、
札
幌
農学
校教
授 

新
渡戸
稲
造
氏
嘗
て
米国
遊学
中、
こ
、
に
志
あ
り
、
英独
西

葡
諸国

の
史
書
に
就
き、
苟
く
も
事
の
日欧
交
通
に関
係
せ
る 

も
の
は
、
博捜
し
て
遺
す
所
な
く、研
鑽
年
あ
り
、
著
者
就
き 

て、
其蔵
書
を閲
み
し、
其
論
評
を聴
き、
更
に
和
漢
の
史
籍 

を渉
锹
し、参
す
る
に苜
家
の研
究
を
以
て
し
て
本
書
を
大
成 

し、
添
ゆ
る
に
農学

士
志
賀
重昂
氏
の
精
細
な
る
批
評
を
以
て 

せ
り
、
庶
く
は
本
邦
外
交研
究
史
の
起
源
こ
れ
に
よ
り
て
明
確 

な
る
を
得
べ
く、歴
史
上
の
疑
問
た
り
し
葡
人
初
航
の
年
月
事 

実

も
こ
れ
に
よ
り
て
明
了
す
るこ
と
を得
べ
し
、
若
し
夫
れ
如 

何
に
其
材
料
の
豊
富
に
し
て、
如
何
に
其
論断

の
明
快
な
る
乎 

は、読
者自
ら
之
を
知
ら
ん、
必
ず
し
も
此
に
絮説
す
る
の
要 

な
き
な
り
。

そ
し
て、
そ
の
あ
と
に
は
「本
書
の
目
次概
略
」
を掲
げ、
ま
た 

発
行
所
裳
華
房
の
ほ
か
三
つ
の売
捌
所
の
名
を
記
し
て
い
る
。
こ
の 

広
告
文
で
は、
著
者
が
一
介
の学

生
で
あ
り
な
が
ら、
勝
海
舟
ら
三 

人
の
大
家
に
伍
し
て
「先
生
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と、
事実
そ
の 

内
容
は、
先
生
と
呼
ば
れ
て
も
可
笑
し
く
は
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と 

を
付
言
し
て
お
こ
ぅ
。

註(
1
)
菅
氏
は
大
三
島
町
宮
浦
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
大
三
島
の
最 

高
峰
(四
三
六.
五
米)
は
鷲
ヶ
頭
山
と
い
い、
古
名
を
神
野 

山
と
呼
ぶ
。
大
山
祇
神
社
の
神体
山
で
あ
る
。
鷲
峰
の
雅号
は 

こ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
(大
山
衹
神
社
社
務
所発
行
の
由 

緒

略
記
「大
三
島
詣
で
」参
照
)。
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(
2
) 
菅
氏
は
明
治
ニ
七
年
三
月
、
愛
媛県
尋
常
中学
校
を
卒
業
。 

同
年
札
幌
農学
校
予
科
第
五
年
級
に
無
試験
入学
し、
明
治
三 

ニ
年
七
月
に
同
校
農学

科(本
科
)
を
卒
業
し
た
。
第
一
七
期 

生
で
あ
る
。
札
幌
農学
校
時
代
の
在学
年
次
に
つ
い
て
は、
確 

認
の
た
め
同
校
の
後
身
で
あ
る
北
海
道
大学
の
附属
図
書
館
に 

問
い
合
わ
せ、担
当
の
和
田
彩
乃
さ
ん
か
ら
懇
切
丁
寧
な
回
答 

を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
謝
意
を
表
す
る
。

(3) 

ど
ぅ
し
て
勝
海
舟
の
題
字
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か、
そ 

の
あ
た
り
の
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が、
或
い
は
志
賀
重昂
を 

介
し
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

(4) 

札
幌
農学
校—
北
海
道
帝国
大学
教
授
と
し
て
在
職
四
五
年、 

植
物
病
理学
者
。
一
九
四
六
年、
文
化勲
章
受
章
。
一
九
四
九 

年
、
札
幌
市
名誉

市
民(第
一号
)
(蝦
名
賢
造
『札
幌
農学
校
』 

三
ニー

一
二
頁参

照
)。

(5) 

こ
れ
ょ
り
さ
き
新
渡戸
は
明
治

一

〇
年
、
札
幌
農学
校
に
在 

校
中、
ク
ラー

ク
の
書
き
遺
し
た
「ィ
エ
ス
を
信
ず
る
者
の
契 

約
」
に
署
名
し、
翌
年
に
は
函
館
の
米国メ
ソ
ジ
ス
ト派教
会
 

の
宣教

師
ハ
リ
ス
か
ら
洗礼

を
受
け
て
い
る
(蝦
名
前掲
書
五 

七、
ニー

一

頁参
照
)。

(6) 

新
渡戸
夫
妻
の
小伝
に
つ
い
て
は、
蝦
名
前掲
書
一
七
七、 

ニ
〇
九丄
ニ
ニ
四、
ニ
五
九丄

一
六
ニ、
三
ニー
、
三

I

五
頁
。 

北
海
道
大学
図
書
刊
行会
発
行、
覆
刻
『札
幌
農学
校
』
解
題

(高
倉
新
一
郎)。
平
凡
社
『日
本
人
名
大
事
典
』。
同
『犬
百 

科
事
典
』参
照
。

(
7
) 

覆
刻
『札
幌
農学

校
』
解
題参

照
。

(
8
) 

和
田
英
作
二
八
七
四—
一
九
五
九、
明
治
七—
昭
和
三
四) 

鹿児

島県

肝属

郡
に
生
ま
れ
る
。
は
じ
め
原
田
直
次
郎
ら
に

洋画

を学
び
、
明
治
ニ
七
年黒

田清

輝
に
師
事
。
ニ
九
年
東
京 

美
術学

校
西
洋画

科
創
設
の
と
き
助教

授
を
命
ぜ
ら
れ
た
が辞
 

し
同
校
に
入学
、
三0
年
修
了
。
三
ニ
年
か
ら
三
六
年
フ
ラ
ン 

ス
に
留学
、
ラ
フ
ァ
エ
ル.
コ
ラ
ン
に
指
導
を
受
け
た
。
三丄
ハ 

年帰
国
、
東
京
美
術学

校教

授
。
外
光
派
的
風
俗画
、
肖
像画
、 

歴

史画

を
描
く
。
大
正
八
年
帝国

美
術
院会

員
と
な
り
、
昭
和 

七
年
東
京
美
術学

校
長
、
九
年
帝
室
技
芸
員
に
任
ぜ
ら
れ
る
。 

一
八
年
文
化勲

章
を
受
章
、
二
八
年
日
本
芸
術
院
第
一
部
長
に 

選
ば
れ
る
(平
凡
社
『日
本
人
名
大
事
典
』参

照
)。

(
9
) 

小
笠
原
諸
島
に属

す
る
日
本
最
東
端
の
島
。
父
島
の
南
東 

一

〇
〇
〇
キ。、
周囲
七丄
ハ
キ
。、
面
積
ニ
平
方
キ
。。
明
治
ニ
九 

年
水
谷
新
六
に
ょ
っ
て発

見
さ
れ
た(平
凡
社
『大
百
科
事
典
』 

参

照
)。

(10
)
 
志
賀
重昂

の
略歴

に
つ
い
て
は
、
平
凡
社
『日
本
人
名
大
事 

典
』、
同
『大
百
科
事
典
』、
東
京
創
元
社
『日
本
史辞

典
』、
志 

賀
重昂

『大
役
小
志
』、
蝦
名
前掲

書
九
三
—

九
五
頁参

照
。

(11
)
 
覆
刻
『札
幌
農学

校
』
解
題参
昭

I。
(12
)
 
裳
華
房
は
、
東
京
市
日
本
橋区

本
石
町
三
丁
目
十
三
番
地
に 

在
り
、
主
人
の
名
は
芳
野
兵
作
と
い
ぅ(『日欧

交
通
起
源
史
』 

奥

付参

照
)。

(会

員
.
奈
良
市
右
京
三
丁
目
一
六11
0
)
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子
規
の
野
球
殿
堂
入
り
を歓
ぶ

渡部満泰

平
成
十
四
年
一
月
十
二
日
付
の
中
央
、
地
方
の
新
聞
は
、
正
岡
子 

規
の
野
球
殿
堂
入
り
の
決
定
を
、
大
き
く
報
道
し
た
。

昨
十
三
年
の
子
規
百
年
祭
を
機
運
に
、
そ
の実

現
を
熱
望
す
る声
 

がー

段
と
高
ま
り
、
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
故
、郷

土
え
ひ
め
の
人々
 

は
、
こ
の
大
き
な
お
年
玉
に
快
哉
を
叫
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

\
1

0麇
瘴
蘼
匚
画

1
 

0

1
釀
麇

1
1
16
1
1讎
鼷

一
!
^

を̂
—
1-
?
正̂

規
野
球
殿
堂
入
り
決
定

由
1
 一一 

耀 

1.1

ま
た
、
子
規
の
、
野
球
の
普
及
に
果
た
し
た
功
績
を
明
ら
か
に
し
、 

殿
堂
入
り
を
願
っ
て
、
十
年
以
上
に
わ
た
つ
て
陰
に
陽
に
運
動
し
て

き
た
人
た
ち
、
特
に
松
山
子
規会

和
田
茂
樹会

長
、
浦
屋
薰
副会
 

長
を
は
じ
め
、
熱
心
に働

き
か
け
て
き
た会

員
た
ち
も
安
堵
し
、
心 

か
ら
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
機会

に
、関

わ
っ
て
き
た
諸
氏
諸
兄
の
足
跡
を
振
り
返
っ
て 

見
る
の
も
、
あ
な
が
ち
無
意
味
で
は
な
い
と
思
ぅ
の
で
、
思
い
出
す 

ま
ま
に
迪
つ
て
み
た
い
。

I、

子
規
と
野
球

子
規
と
野
球
に
つ
い
て
は
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
明
治
十
六 

年
(
一
八
八
三)
上
京
し
て
、
東
京
予
備
門
在学

時
代
に
ベー

ス
ボー
 

ル
に
出会

つ
た
。
自
らプ
レ
I
し
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
に心酔

し
、 

明
治
二
十
一
年
頃
に
は
最
も
熱
中
し
た
。
下
宿
の
常
盤会

寄
宿舎

の 

仲
間
二
十
余
名
と
率
先
し
て

4

-丨

ム
を
作
っ
て
、
上
野
公
園
等
で
ょ 

く
試
合
を
し
、
名
捕
手
兼
名
投
手さ
ら
に強

打
者
とし
て
、
自
他
共 

に
認
め
ら
れ
る
存
在
で
あ
つ
た
。

明
治
二
十
年帰

省
し
た
時
、
勝
田
主
計
と
道
後
公
園
で
キ
ャ
ッ
チ 

ボー

ル
を
し
た
こ
と
が
、
勝
田
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
し
、
明
治 

二
十
ニ
年
(
一
八
八
九)
夏帰

省
し
た
時
、
友
人
竹
村锻

の
こ
と
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づ
け
に
よ
り
、
野
球
用
具
を
持
ち帰

り
、
鍛
の
弟
で
松
山
中学

生
の 

河
東
碧
梧
桐
に
三
番
町
で
指
導
し
、
翌
二
十
三
年
に
は
、
城
北
練
兵 

場
で
中学

生
の
高
浜虚

子
等
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
披
露
し
て
い
る
の 

で
、
松
山
へ
の
野
球
紹
介
者
は
、
子
規
で
あ
る
と
言
え
よ
ぅ
。
い
わ 

ば
黎
明
期
の
野
球
を
早々

と
地
方
に伝

え
、
そ
の
普
及
、
啓
蒙
に
努 

め
た
功
績
は
大
き
い
。

文学

者
と
し
て
の
子
規
が
、
俳
句
、
短
歌
、随

想
、
評
論
、
小説
 

と
、
あ
ら
ゆ
るジ
ャ
ン
ル
で
、
野
球
に
因
ん
だ
作
品
を
書
い
て
い 

る
の
は
、
驚
異
的
で
す
らあ
る
。
子
規
の
、
野
球
を
題
材
に
し
た 

最
初
の
作
品
は
、
明
治
二
十
一
年
の随

筆
『筆
ま
か
勢
』
第
一
編

. 

0
0
3
5
6-63
3
1一
で、
ベー

ス
ボー

ル
の
解説

を
通
し
て
、
試
合
の
面
白 

さ
を
具体

的
に
述
べ
て
い
る
。

二
十
三
年
頃
よ
り
俳
句
九
句
、
明
治
三
十
一
年
に
は
短
歌
九
首
に 

野
球
を
詠
み込

む
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
、
べー
ス
ボー

ル
は 

最
も
愉
快
な
る
遊
技
で
あ
り
、
之
を観

て
い
る
者
も
自
然
に
そ
の
心 

が
活発

に
生
き
生
き
と
し
て
き
て
、
面
白
く楽

し
く
な
る
も
の
で
あ 

る
と
、
野
球
を
賞賛

し
て
い
る
。

俳
句
の
作
品
か
ら
ま
ず
見
て
み
よ
ぅ
。

①
 

春
風
や
ま
り
を
投
げ
た
き
草
の
原

(明
治
二
三
年-
『筆
ま
か
せ
』
三)

②
 

ま
り
投
げ
て
見
た
き広
場
や
春
の
草

(明
治
ニ
三
年)

③
 
恋
知
ら
ぬ
猫
の
ふ
り
な
り
球
遊
び

(明
治
二
三
年.
大
谷
是
空
宛
書
簡)

④
 

球
う
け
る
極
秘
は
風
の
柳
か
な

(明
治
ニ
三
年)

⑤
 

若
草
や
子
供
集
ま
り
て
毬
を
打
つ

(明
治
ニ
九
年)

⑥
 

草
茂
み
べー
ス
ボー
ル
の
道
白
し

(明
治
ニ
九
年)

⑦
 

夏
草
や
べー
ス
ボー
ル
の
人
遠
し

(明治三

|

年
)

⑧
 

生垣の外は枯野や球遊び

(明
治
三
ニ
年)

⑨
 

蒲
公
英
や
ボー

ル
コ
ロ
ゲ
テ
通
リ
ケ
リ

(明
治
三
五
年.
『仰
臥
漫録
』
)

①
は
、
「そ
れ
よ
り
片
町
の
ほ
と
り
に
い
づ
、
植
木
屋夥

し
く
時
に 

芝
を
養
生
す
る広

場
あ
り
我々

ボー

ル
狂
に
は
忽
ち
そ
れ
が
目
に
つ 

き
て
、
こ
、
に
て
ボー

ル
を
打
ち
た
ら
ん
に
は
と
思
へ
り
」
の
文
に 

続

け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
散歩

の
途
中
、
植
木
屋
が
い
っ
ぱ
い
、
折 

柄
芝
生
を
育
成
し
て
い
る広

い
畑
を
見
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
野
球 

を
し
た
ら
、
ど
ん
な
に
か壮

快
な
こ
と
だ
ろ
う
と
言
う気

持
ち
を
詠 

ん
だ
も
の
で
あ
る
。当

時
べー

ス
ボー

ル
が
、
子
規
の
頭
に
常
に
宿
っ 

て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

③
は
、
親
友
大
谷
是
空
に
宛
て
て
、
「バ
ッ
ト
と
球
と
を
以
て
運
動 

家
の
如
く写
せ
し
也
」
と写
真

を
添
え
て
送
っ
た
書
簡
の
最
後
に
、
「色 

男
ま
た
時
と
し
て
此戯

れ
あ
り
」
と
詞
書
を
つ
け
て
送
つ
た
も
の
で

あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「ユ
ニ
ホ
-
-姿
の
子
規
」
の写
真

も、

バ
ッ
ト
と
ボー
ル
を
持
つ
て
い
る
の
で
、
あ
の写
真

のこと
と思
わ 

れ
る
。
詞
書
に
「色
男
」
と
お
ど
け
て
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
を見
る 

と
、写
真

の写

り
に
も満

足
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ボー
 

ル
に
夢
中
に
な
つ
て
取
り
組
ん
で
い
る
自
分
の
姿
に
、
球
に
じ
ゃ
れ 

遊
ぶ
猫
の
姿
を
ダ
ブ
ら
せ
て
、
「こ
の
色
男
も
、恋

を
忘
れ
て
ベー

ス 

ボ

^

~

ル
に
打
ち込

ん
で
い
る
よ
。」
と
ユー

モ
ア
た
つ
ぶ
り
に
詠
ん
で ― 23 ―


